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このまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになる

わがまち自慢わがまち自慢

　　能美市は、市の魅力を市民の皆さんに、そしてたくさ

んの人たちに発信するプロモーション活動に力を入れてい

きます。

　皆さんの身近にある市の魅力は何ですか？イチオシの美

しい景色、人々の活気、おもしろい場面などを写真に収め

てご応募ください。まだ気づいていない人たちへ能美市が

広報活動を通じて発信していきます。

能美市写真コンテスト

能美の魅力いっぱいの
　　　　　写真を募集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐募集要項‐
● 題材　春または夏の風景、イベント・季節の行事、動物、植物など
　※秋・冬の写真は 9月に募集予定です。

● 撮影対象　能美市内で撮影した作品
● 対象期間　平成 30 年 4 月～ 8月、または過去 3年の同期間に撮影した
作品

● 応募対象者　問いません
● 応募方法　作品と必要事項「お名前、ご住所、作品タイトル、撮影場所、
　撮影年月日、電話番号」を次のいずれかの方法でお届けください。作品

　の受け付けは、デジタルデータとさせていただきます。プリント作品の

　応募希望の人は、お問い合わせください。

①メールの場合　タイトルは「能美市写真コンテスト」とし、メール文に
　必要事項を記載し、作品は 3MB～ 4MBサイズで添付ください。

　メールアドレス　senryaku@city.nomi.lg.jp
②大容量ファイル転送サービスを利用する場合　タイトルは「能美市写真
　コンテスト」とし、メッセージ欄に必要事項を記載し、作品を添付くだ

　さい。

③郵送または市役所へ直接お届けいただく場合　作品を保存したUSB メモ
　リや CDなどの記録媒体と必要事項を記載した用紙を郵送または市長戦

　略室へお届けください。

　※記録媒体は返却いたしません。

　宛先　〒 923-1297　能美市来丸町 1110 番地　能美市役所市長戦略室宛
● 応募条件　作品の著作権は応募者にありますが、市が自由に使用できる
ものとします。また応募作品および記憶媒体

は返却いたしません。応募はお一人 10 点以

内で、未発表のものに限ります。

● 応募締切　9 月 10 日（月）
● 表彰　最優秀賞１点、優秀賞１点、入選３点
　　　　入賞発表は 10 月を予定

東
西
に
横
断
す
る
県
道
４
号
線
を
辰

口
地
区
か
ら
寺
井
地
区
に
向
か
っ
て
通

る
と
、
小
高
い
山
が
見
え
て
き
ま
す
。

「
能
美
古
墳
群
」
の
最
も
東
に
位
置
す

る
「
西
山
古
墳
群
」
で
す
。
そ
の
ふ
も

と
に
あ
る
の
が
36
世
帯
、
１
０
７
人
が

住
む
高
座
町
で
す
。「
こ
の
町
は
墓
守

の
集
落
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
」
と
町
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
の

は
町
会
長
の
西
田
さ
ん
。
町
の
名
前
の

由
来
は
諸
説
あ
り
、
高
句
麗
か
ら
移
住

し
た
渡
来
人
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う

説
や
、「
高た
か
み
く
ら

御
座
」
の
思
想
が
あ
る
と

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
神
社
に
は
県
内
最
大
級
の
ア
ベ

マ
キ
の
大
木
が
あ
り
ま
す
。
ア
ベ
マ
キ

は
古
く
か
ら
薪
や
炭
な
ど
原
料
と
し
て

使
用
さ
れ
て
き
た
た
め
、
伐
採
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
巨
木
が
現

在
も
残
っ
て
い
る
の
は
大
変
希
少
だ
そ

う
で
す
。
後
世
に
保
存
継
承
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
老
木
と
し

て
の
風
格
を
備
え
、
町
を
静
か
に
見
守

っ
て
い
ま
す
。

ア
ベ
マ
キ
を
通
り
過
ぎ
る
と
目
前
に

は
平
地
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。「
20

年
ほ
ど
前
に
機
械
を
入
れ
て
広
場
を
作

り
ま
し
た
。
５
月
に
開
催
さ
れ
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
に
使
用
さ
れ
、

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
こ
の
広
場
で
削
り
取
っ
た
土
は
寺

井
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
に
な
っ
て

い
ま
す
よ
」と
西
田
さ
ん
。続
け
て
、「
こ

の
町
は
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
小
さ
な

町
で
す
が
、
最
近
で
は
町
内
に
ア
パ
ー

ト
が
建
て
ら
れ
、
人
は
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
今
ま
で
住
ん
で
き
た
人
と
新
し

く
住
み
始
め
た
人
と
の
交
流
を
深
め
、

み
ん
な
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
」
と
町
へ
の
思
い
を
語
り
ま

し
た
。

現在、西山古墳群にあった先祖代々
の共同墓地が移転され、古墳の公
園整備が進められています。

「いにしえと共存してきた町」

高座町と西山古墳群。古墳とともに弥生時代のお墓や戦国時代に織田軍が
築いたとみられる砦も見つかっています。

高座町‐Kouza‐

File31 高
こ う ざ

座町

わがまち自慢わがまち自慢
このまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになる

高座町会長

西
にし

田
た

正
しょう

平
へい

さん
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「脈々と流れるしろこだの水
安全、安心で心豊かに暮らせる町」 File33  西任田町

新保町‐Shinbo‐

西任田町内会長

吉
よしたりょう

田良さん

子どもからお年寄りまで安全、安
心で心豊かに暮らせる町を目指し
ていると話す吉田さん。町の東側
には国道８号線が通り、西側では
北陸新幹線の架橋工事が進んでい
ます。

西任田町‐Nishitouda‐

日
本
ガ
イ
シ
㈱
石
川
工
場
や
㈱
Ｐ
Ａ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｃ
北
陸
支
社
な
ど
が
立
ち
並
ぶ

能
美
工
業
団
地
の
南
側
、
豊
か
な
田
園

に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
西
任
田
町
の

集
落
が
あ
り
ま
す
。
現
在
１
０
７
世
帯

３
６
４
人
が
暮
ら
す
こ
の
町
を
町
内
会

長
の
吉
田
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

「
西に
し
お
お
み

大
御
神
社
の
神し
ん
め
い明
七
福
の
松
は

見
た
こ
と
あ
る
か
な
。
県
内
で
も
珍
し

い
松
な
ん
で
す
よ
」
吉
田
さ
ん
の
言
葉

に
心
引
か
れ
境
内
に
入
る
と
、
複
数
の

松
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
根
元
は

連
な
り
な
が
ら
地
表
に
浮
き
出
て
お

り
、
複
雑
に
絡
み
合
う
様
は
神
秘
的
。

守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
町
で
手
入
れ
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
神
社
に
は
数
多

く
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

に
は
１
８
３
０
年
代
の
品
が
あ
り
、
こ

れ
は
年
代
が
わ
か
る
絵
馬
の
中
で
は
市

内
で
一
番
古
い
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。

町
の
北
側
に
行
く
と
、
公
園
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
は「
し
ろ
こ
だ
の
水
」

と
呼
ば
れ
る
湧
き
水
が
出
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
の
水
は
お
い
し
い
か
ら
町
外
の

方
も
く
み
に
き
て
い
る
」
と
吉
田
さ
ん

が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
毎
年
お
盆
の

墓
参
り
に
合
わ
せ
、
し
ろ
こ
だ
の
水
を

使
っ
た
「
流
し
そ
う
め
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
た
公
民
館
報
を
め
く
る
と
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
家
族
、
親
戚
そ

ろ
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
載
っ
て

い
ま
し
た
。
他
に
も
、
防
災
訓
練
や
ふ

れ
あ
い
福
祉
運
動
会
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
寄
稿
さ
れ
た
文
を
読
む
と
、

ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
、
安
全
で
心
豊

か
な
町
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
町
民

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
ろ

こ
だ
の
水
の
よ
う
に
脈
々
と
続
い
て
き

た
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
深
い
思
い
は
、

こ
れ
か
ら
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

開けた場所にある湧水地「しろこだの水」。昭和 55 年まで西任田簡易水道
の水源として利用されていました。東南には白山が見えます。

「川筋根性ここにあり
水の恵みと暮らす町」 File32 新

し ん ぼ

保町

能
美
市
の
北
部
に
位
置
す
る
新
保

町
。
近
く
を
流
れ
る
手
取
川
と
は
古
来

か
ら
密
接
な
関
わ
り
が
あ
り
、「
川
」

や
「
水
」
の
話
抜
き
に
は
新
保
の
歴
史

は
語
れ
な
い
と
言
え
ま
す
。
手
取
川
の

河
原
を
開
拓
し
て
成
り
立
っ
た
同
町

は
、
そ
の
後
幾
度
と
な
く
手
取
川
の
氾

濫
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。氾
濫
が
、

肥ひ
よ
く沃
な
土
を
運
ん
で
き
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
家
や
作
物
、
人
命
を
奪
い
、

町
が
砂さ
れ
き礫
の
河
原
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。町
人
た
ち
は
そ
の
度
に
復
旧
・

復
興
に
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。
周
辺
地

域
で
は
、
負
け
ん
気
の
強
い
人
を
指
す

「
川か
わ
す
じ
こ
ん
じ
ょ
う

筋
根
性
」
と
い
う
言
葉
も
親
し
み

を
込
め
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
秋
常
町
が
古
墳
の
町
な
ら
、
新
保

町
は
水
の
町
と
胸
を
張
っ
て
言
い
た

い
」
と
話
す
町
会
長
の
田
中
さ
ん
。
豊

か
な
手
取
川
の
伏
流
水
に
着
目
し
、
昭

和
35
年
ご
ろ
に
設
置
さ
れ
た
寺
井
新
保

水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
寺
井
地
区
全

域
に
水
を
届
け
、
市
民
の
生
活
を
支
え

て
い
ま
す
。

現
在
、
１
２
０
世
帯
３
５
６
人
が
暮

ら
す
新
保
町
。
田
中
さ
ん
に
町
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
う
と
「
安
全
・
安
心
の
確

保
で
す
」
と
即
答
。
防
災
・
防
犯
・
高

齢
者
な
ど
の
見
守
り
に
は
町
民
同
士
の

交
流
と
親
睦
を
図
る
事
業
が
不
可
欠
と

い
う
こ
と
で
、
毎
年
行
う
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
加
え
て
、
昨
年
か
ら
新

し
く
公
民
館
フ
ェ
ア
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
健
康
長
寿
の
た
め
の
食
と
笑
い
」

新保町会長

田
たな か ま さ と

中正人さん

甚大な被害を及ぼした昭和９年の手取川大洪水。堤防に流れ着いた巨大岩
に「禍（わざわい）転じて福と為す」と刻んだ水害記念碑が建っています。

寺井地区の中でも先駆的に始めた
「いきいきサロン」は、平成 28 年
に市社会福祉協議会から奨励賞を
受賞しました。今も十数名のボラ
ンティアが、培われたノウハウを
活かして活動を支えています。

を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
大
道
芸
や
ク
イ
ズ
、
お
れ
お
れ

詐
欺
を
題
材
に
し
た
寸
劇
な
ど
、
な
ん

で
も
ご
ざ
れ
で
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。

新
保
町
で
は
こ
の
他
に
も
、
秋
祭
り

の
輪
踊
り
の
復
活
、
左
義
長
で
の
お
し

る
こ
ふ
る
ま
い
が
こ
こ
１
、２
年
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
町
全
体
の
高
齢
化
が

進
む
状
況
の
中
、
新
保
町
は
、
未
来
に

向
け
た
活
気
あ
る
町
づ
く
り
の
最さ

な
か中
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
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　現在、能美市は、人口の増加や好調な企業誘致の反面、『人手不足』という新たな課題も浮き彫りとなっ
ています。将来的には人口が減少に転じるとの推計もなされていることから、これらについても早期に対策
を講じる必要があります。このような現状を踏まえ、次の５本の柱を軸とし予算編成を行いました。

　次のページからは５つの柱を具体的に紹介！

　市の１年間のお金の使い方を、能美市のキャラクター
「ひぽ能ん」と「ゆず美ん」と一緒に本年度の予算の特徴
や具体的な事業を見ていきましょう。

平成 30年度当
初予算

能美市のお金どう使う？う
　「市税」は継続した雇用および所得環境の改善並びに景気
の拡大基調の中で、市民税においては個人、法人ともに増
収を見込みます。固定資産税においては３年に一度の評価
替えなどの影響により対前年度比 1.2％（9,400 万円）減の
78 億 3,100 万円を見込みました。「地方交付税」は税収の減
少などを踏まえ、対前年度比 3.7％（1億 5,000 万円）増の
42 億円を見込みました。「市債」は、建設事業分として 20
億 9,850 万円、臨時財政対策債として 7億 8,000 万円を見
込んでいます。

一般会計の当初予算額は、前年度に比べて1.3%増加し、226億3,000
万円になりました。歳入、歳出それぞれのポイントを紹介します。

　市の予算には一般会計、 特別会計

企業会計があるよ。 一般会計は社会保障

や教育など市の基本的な事業のお財布の

　ことだよ。

　「民生費」は、社会保障の充実のほか、辰口中央児童館の
建設費などの大型事業も含まれており、対前年度比 10.0％（7
億 3,526 万円）増の 81 億 519 万円で、予算総額の 35%強
を占めました。
　「土木費」は、道路などの維持管理費のほか市道消雪施設
更新事業、寺井地区都市再生整備計画事業などの建設事業
を予定としていますが、能美根上スマートインターチェン
ジ整備事業など大型事業の終了により対前年度比 27.1％（9
億 9,871 万円）減の 26 億 9,265 万円を計上しました。
　「教育費」は、博物館建設事業の着手などから対前年度比
は 16.5％（3 億 5,298 万円）増の 24 億 8,748 万円を計上し
ました。
　「公債費」は、主に前年度末までに完了した事業のために
借り入れた市債の元金と利子の償還額などで、合わせて 30
億 5,328 万円を計上しています。

226 億 3,000 万円
（前年度比 1.3％増）

一般会計 平成 30 年度当初予算

予算の全体像とポイントをチェック！

移住定住×人手不足対策

能美市が目指すのは…

我が事・丸ごとの地域づくり

環境にやさしい能美市

シティプロモーション

子育て支援×交流人口の拠点施設

移住定住の促進、好調な企業誘致による
人手不足に対処

高齢化や核家族化によるコミュニティの
弱体化に備え、支え合いの体制を構築

自然環境を守るため、資源を循環、エコ
な農産物のブランド化

市民や企業等と協働で能美市の魅力を発
信・発掘

辰口中央児童館、能美根上スマートイン
ターチェンジ、博物館

※対前年度比は、平成 29 年度当初予算が骨格予算であったため、６月補正を加
えた予算額との比較です。 

※ 100 万円未満の
　 位を四捨五入

繰入金
16.96 億円
（7.5％）

市税
78.31 億円
（34.6％）

国庫支出金
25.58 億円
（11.3％）

市債 28.79 億円
（12.7％）

地方交付税 42.00 億円
（18.6％）

その他
24.27 億円
（10.7％）

県支出金
10.39 億円（4.6％）

議会費 2.17 億円（1.0％）
義務的経費（46.5％）
投資的経費（17.1％）

依存財源（52.8％）

その他の経費（36.4％）

自主財源（47.2％）

その他 1.81 億円（0.8％）

商工費 4.58 億円（2.0％）

農林水産業費 3.65億円（1.6％）

民生費 
81.05 億円
（35.8％）

衛生費 22.10 億円（9.8％）

土木費 26.93 億円
（11.9％）

教育費
 24.87 億円
（11.0％）

消防費 8.88 億円（3.9％）

総務費 19.73 億円（8.7％）

「暮らしやすさを日本一、実感でき」

多くの人や企業から「選ばれるまち」

問い合わせ　財政課（℡ 58-2203）

特別会計

国民健康保険特別会計 47 億 1,300 万円

後期高齢者医療特別会計 ５億 4,510 万円

介護保険特別会計 42 億 30 万円

温泉事業特別会計 1,110 万円

農業集落排水事業特別会計 １億 3,660 万円

企業会計

水道事業会計 16 億 5,430 万円

工業用水道事業会計 ５億 7,810 万円

公共下水道事業会計 31 億 4,090 万円

市立病院事業会計 32 億 8,770 万円

特別会計・企業会計　当初予算

※収益的収支の部と資本的収支の部の合計額です

歳入

歳出

公債費 30.53 億円
（13.5％）
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　能美市では好調な企業誘致や高い有効求人

倍率から人手不足が顕在化しています。

　そこで、短期・中期・長期的な視点で移住

定住の促進、人手不足の解消へつなげ、持続

可能な “まちづくり” を実現するため、施策

を総動員し、きめ細やかに実行します。

①移住定住の促進（5,262 万円）

②人手不足対策（997 万円）

移住定住×人手不足対策

・Ｎチケット発行事業
市内在勤で市外に暮らす就業者を対象に新生活のスタートに役立つチケットを発行します。

・移住交流体験ツアー
市外に暮らす 20 代～ 40 代を対象に、職住近接の能美暮らしを体験するツアーを開催します。

・移住の教科書作成事業
初めて能美市で暮らす移住者を対象にした、移住定住支援パンフレットを作成します。

・ちょい住み体験事業
市外に暮らす 20 代～ 40 代を対象に、短期（1泊～ 1週間程度）滞在の施設を提供します。

・就職定住促進家賃補助事業
市内企業・事業所に採用された新規雇用者に対して家賃の一部を補助します。

・定住促進助成交付金事業
これまでの補助内容に加え、市内企業就業者の移住加算を新設します。

・就職説明会開催支援事業
中小企業を対象とした人材採用・人材育成に関するセミナーを開催し、各種企業ガイダンスへの出
展を促し、人材確保につなげます。

・市内企業の魅力発信事業
寺井高校で市内企業の魅力を伝える授業を実施。市内企業の情報冊子を作成し、就職情報を発信し
ます。

・健康経営推進事業
従業員の健康管理のための健康教室を開催、特定保健指導などでサポートします。

・九谷焼後継者育成支援事業
若手後継者定着のため市の職人工房を開設。また、作陶現場を新たな観光資源とし
ます。

・ＩＴ活用促進支援事業
ＩＴ、IoT を活用した企業の効率化・省人化に向けた取り組みを支援します。

・男女共同参画プラン策定事業
互いに働きやすい職場環境の充実を図り、女性の社会進出をさらに推進します。

・次世代プログラミング人材育成事業
ＪＡＩＳＴとの連携により児童向けプログラミング講座を開催します。

・公共交通システム構築事業
鉄道や路線バス、コミュニティバス、デマンド型交通などを組み合わせ、
新公共交通システムを検討します。

③公共交通プロジェクト（1,050 万円）

　「支え手側」と「受け手側」という概念を
転換し、地域住民や地域の多様な主体が「我
が事」として参画し、すべての人と人、人
と資源が、世代や分野、立場を越えて「丸
ごと」つながり支え合うことで、住民一人
ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに
作って行く地域共生社会を目指します。

①地域力強化推進事業（1,007 万円）

②総合的な相談支援体制構築事業（1,068 万円）

我が事・丸ごとの地域づくり

・地域福祉委員会の活性化（コミュニティソーシャルワーカー）
各地域福祉委員会で、生活課題を把握し、課題の整理から解決までの支援を行います。

・福祉見守りあんしんマップ調査、空き家マップ策定
普段の見守り体制や、災害時の支援体制を検討するための基礎となる情報を作
成します。

・地域力強化のための学習会
地域づくりの関係職員・関係機関を対象に学習会を開催します。

・ふれあい ･支え合い体制の推進（ふれあい相談員）
生活困窮者の早期発見・早期支援の取り組みを強化します。

・あんしん相談センター運営（相談支援包括化推進員）
寺井地区での実績を踏まえ根上・辰口地区でのあんしん相談センター開設に向けた準備を進めます。

・障がい者（児）相談支援体制の充実
相談件数の増加や相談内容の複雑化に対応するため、基幹系相談支援事業所として設置する市内３
事業所へ委託します。

・生活困窮者自立支援事業（自立相談支援員）
支援計画を立案し、自立に向けての具体的な支援を実施します。

・地域包括的支援体制推進に関するマネジメント（地域医療）
病院がどのような役割分担を行えば市民が安心に暮らせるか、適切な地域医療提供体制を検討します。

・持続可能な互助活動の資金支援体制
地域包括支援体制を今後とも持続・発展させていくため資金の調達と活用を調査・検討します。

・移動支援の確保の検討
交通弱者である高齢者の買い物・通院・外出などの移送の問題をモデル地区を設け検討します。

・地域と商業の連携による健康なまちづくり
砂糖のとり方や減塩について地域と商店が連携して学び、啓発普及を図ります。

・妊婦歯科健診の実施
妊婦はホルモンバランスの変化により、口内トラブルが起きやすくケアが必要であるため歯科検診を
実施します。

・手話言語条例の制定
ろう者とろう者以外の人が、相互に人格と個性を尊重し合いながら、真に共生することのできる社会
を目指します。

・医療的ケア児（者）などへの支援
介護扶助費（医療的処置に要する医療消耗品購入の扶助）を支給します。

③地域包括的支援体制の推進（1,384 万円）

 

8広報のみ 2018. ４9 広報のみ 2018. ４



その他、主な事業、新規・拡充事業につきましてはホームページ中に「平成 30 年度
能美市予算のあらまし」を掲載しておりますので、そちらもご覧ください。

①県内外への魅力発信（900 万円）・環境にやさしい循環型社会推進モデル事業（281 万円）

①「辰口中央児童館建設事業」2019 年 5月開館予定（8億 900 万円）総事業費９億 903 万円

③「博物館建設事業」2020 年開館予定（3億 6,250 万円：総事業費 18億 3,650 万円）

②能美根上スマートインターチェンジの活用促進（81万円）

②地域特産品を活用（200 万円）

④ホームページを活用したＰＲ事業（1,908 万円）

⑥各種協議会との連携

③新たな観光戦略の策定（152 万円）

⑤スポーツによる活動（700 万円）

環境にやさしい能美市　　

子育て支援×交流人口の拠点　

・シティプロモーション事業
「能美市応援サポーター事業」「能美市写真コンテスト開催事業」「市ＰＲ映
像制作」を実施し、市民と力を合わせて能美市ならではのシティプロモーショ
ンを展開します。

・トラックラッピング広告事業
能美市の「人」「ものづくり」「歴史・伝統」「観光」など多くの資源を活用
したラッピングをトラックの荷台に施し、広く全国に本市の魅力を発信し知
名度向上を図ります。

企業版ふるさと納税を活用し、資源の再利用化の推進と循環型社会の形成を構築するため、現在焼却
処分している剪定枝のほか下水汚泥を資源と捉え、これらを炭化し、土壌改良材として再利用するモ
デル事業を実施します。併せて炭化し製造した土壌改良材の成分分析調査などを行い、将来的には、
剪定枝や下水汚泥を再利用した安心・安全なエコ農作物のブランド化を図り、農業の活性化に繋げて
いきます。

木育をコンセプトに構造材・仕上材に、木材を多用することで、温かみのあ
る児童館を目指します。
児童クラブは 80 人の定員を確保し、さらなる子育て支援の充実を図ります。

市内をめぐってみたくなる『屋外ミュージアム能美市』をコンセプトに市内外
から人が集い・学び・活動するにぎわいのある博物館、市民の皆さんには、ふ
るさと愛の醸成につながる憩いの博物館、市民が活動するにぎわいのある博物
館、また常に変化し、成長し続ける博物館を目指します。
併せて建設予定地に隣接する「ふるさと歴史の広場」をリニューアルし、「防災センター」、「和田山・末
寺山史跡公園」などの周辺施設と連携を図ることにより、相乗効果による交流人口の拡大につなげます。

能美根上スマートインターチェンジを新たなランドマークとして活用します。また、ハイウェイキャ
ンペーンや供用開始を周知するチラシ、観光冊子を作成し、利用促進および能美市への観光誘客促進
を図ります。

・能美市特産品活用事業
特産品を活用した能美市ならではの新たなサービスの提供、土産品開発などの事業化に取り組む市
内中小企業を支援します。

市ホームページを閲覧した人がその先を見たくなるページを企画策定し交流人口拡大へつなげます。

産業振興会議、公共交通会議、観光戦略会議、環境基本計画策定委員会など

・能美市の魅力発掘・発信事業
これまでの観光ビジョン・観光アクションプランを見直すため観光戦略会議・分科会を開催し交流
人口拡大へ向けた戦略を策定します。

・能美市ゆかりのスポーツ選手交流事業
健康ロードの一角を競歩練習コースとして整備するとともに、市民の健
康増進と競歩の魅力をより身近に感じていただくため、東京オリンピッ
ク競歩日本代表選手の練習コースとしての活用を目指します。
また、京田選手など市ゆかりのスポーツ選手との交流事業を行います。

これまで以上にトップセールスを行うとと
もに、市民や企業、各種協議会と連携・協
働を図りながら、県内外へ能美市の魅力を
積極的に発信します。

能美市の魅力である豊かな自然環境を後世に残
すため、資源が循環される社会を目指し、剪定
枝などから土壌改良材などの作製をとおして、
再利用による農作物のブランド化や流通・雇用
の創出を図る「環境にやさしい循環型社会推進
モデル事業」を実施します。

シティプロモーション
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石
川
県
知
事
選
挙
で
寺
井
高
校
に

期
日
前
投
票
所
を
初
め
て
開
設

石川県知事選挙の結果

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
寄
附

濱
田
さ
ん
に
感
謝
状

ひ
ぽ
能の

ん
・
ゆ
ず
美み

ん 

が

市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
り
ま
し
た

　

若
年
層
の
投
票
機
会
の
確

保
と
投
票
率
向
上
を
目
的
と

し
て
３
月
１
日
、
石
川
県
知

事
選
挙
の
期
日
前
投
票
所
を

寺
井
高
等
学
校
に
開
設
し
ま

し
た
。

　

投
票
所
は
午
前
11
時
45
分

か
ら
午
後
１
時
の
間
に
開
設

し
、
寺
井
高
校
に
在
籍
す
る

3
年
生
の
う
ち
、
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
平
成
12
年
３
月

３月 11 日、石川県知事選挙の投開票が行われ

ました。市内の投票率・得票数は次のとおりです。

　

こ
れ
ま
で
「
の
み
バ
ス
」

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

だ
っ
た
「
ひ
ぽ
能
ん
」「
ゆ
ず

美
ん
」
が
、
３
月
25
日
か
ら

能
美
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ひ
ぽ
能
ん
」
は
、
加
賀

丸
い
も
と
い
し
か
わ
動
物
園

の
コ
ビ
ト
カ
バ
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

　

３
月
６
日
、
大
浜
町
の

濱
田
晃
さ
ん
（
株
式
会
社

浜
田
鉄
工
所 
代
表
取
締
役
）

が
市
役
所
を
訪
れ
、
市
に

１
０
０
万
円
を
寄
附
さ
れ
、

井
出
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
附
は
、
２
月
に
亡
く
な

ら
れ
た
父
・
光
紀
さ
ん
（
浜

田
鉄
工
所
会
長
）
の
遺
志
を

継
い
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
生

徒
、56
人
が
投
票
し
ま
し
た
。

　
「
ゆ
ず
美
ん
」
は
、
国
造

ゆ
ず
と
九
谷
五
彩
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
す
。

　

３
月
25
日
、
根
上
総
合
文

化
会
館
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
誕
生
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
詳
し
く
は
広
報
の
み
５

月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

光
紀
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち

が
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
様

子
を
見
る
こ
と
が
好
き
だ
っ

た
と
濱
田
さ
ん
は
振
り
返
り

「
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
成
長
す
る
糧
に
な

る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
使
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

濱田晃さん（写真㊧）と井出市長

市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

能
美
市
消
防
本
部
か
ら

火
災
の
人
命
救
助
者
へ
感
謝
状

寺
井
小
環
境
委
員
会
が

湯
寿
園
に
踏
み
台
を
寄
贈

　

３
月
３
日
、
能
美
市
消
防

本
部
は
、
住
宅
の
火
災
現
場

か
ら
女
性
を
救
出
し
た
勇
気

を
た
た
え
、
緑
が
丘
１
丁
目

の
谷
口
克
也
さ
ん
と
長
女
の

多
恵
さ
ん
に
対
し
て
、
感
謝

状
贈
呈
式
が
能
美
市
防
災
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
澤
田
消

防
長
か
ら
感
謝
状
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

3
月
２
日
、
寺
井
小
学
校

の
環
境
委
員
会
が
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
湯
寿
園
」

に
踏
み
台
を
２
台
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

寺
井
小
で
は
、環
境
教
育
・

福
祉
教
育
の
一
環
と
し
て
環

境
委
員
会
が
ア
ル
ミ
缶
の
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
踏
み

台
は
そ
の
収
益
の
一
部
を
使

っ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

火
災
は
２
月
９
日
朝
、
谷

口
さ
ん
親
子
の
自
宅
近
隣
で

発
生
、
い
ち
早
く
火
災
に
気

づ
い
た
多
恵
さ
ん
と
谷
口
さ

ん
の
連
携
で
、
煙
の
中
に
飛

び
込
ん
で
女
性
を
二
人
で
抱

え
無
事
救
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
勇
気
あ
る
行
動
に
感

謝
状
を
贈
呈
し
た
も
の
で
す
。

　

北
浦
龍
也
理
事
長
兼
施

設
長
が
「
毎
年
助
か
っ
て

い
ま
す
。
児
童
か
ら
贈
ら

れ
て
い
る
も
の
な
の
で
大

切
に
使
い
ま
す
」
と
話
す

と
環
境
委
員
会
の
児
童
は

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
踏
み
台
は

湯
寿
園
で
リ
ハ
ビ
リ
や
車

の
乗
降
に
使
わ
れ
ま
す
。

右
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
谷
口
克

也
さ
ん
と
長
女
の
多
恵
さ
ん
、
同
席
し

た
妻
史
恵
さ
ん

児
童
代
表
か
ら
北
浦
龍
也
理
事
長
兼
施

設
長
に
踏
み
台
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

区分 当日有権者数 投票者数 投票率
男 19,404 9,161 47.21％
女 20,410 10,173 49.84％
計 39,814 19,334 48.56％

得票
順位 候補者氏名 届出政党 得票数

１ 谷本　正憲 無所属 15,577
２ 小倉　恵美 無所属 3,209

計 18,786

投票率

得票数

（敬称略）

市
内
の
全
小
学
校
へ
寄
附

ハ
ウ
メ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
に
感
謝
状

　

こ
の
度
、
ハ
ウ
メ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
か
ら
市

内
全
小
学
校
へ
理
数
科
教
育

推
進
の
た
め
に
４
万
米
ド
ル

（
約
４
４
０
万
円
）
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
２
月
27
日
、

井
出
敏
朗
市
長
が
同
社
を
訪

ね
、
ケ
ビ
ン
・
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
社
長
に
感
謝
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
校
で
は
、
大

型
テ
レ
ビ
や
顕
微
鏡
、
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
な
ど
を
購
入
し
理
数

科
の
教
材
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

ケ
ビ
ン
・
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
社
長
に
感
謝
状
を
手

渡
し
た
井
出
敏
朗
市
長
は
、

「
理
科
は
、
難
し
い
教
科
で

あ
る
が
、
い
た
だ
い
た
教

材
の
お
か
げ
で
解
り
や
す

く
楽
し
く
授
業
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
理
科
の
成
績

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と

感
謝
を
伝
え
ま
し

た
。
ケ
ビ
ン
・
メ

ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
社

長
も
「
地
域
貢
献

が
で
き
嬉
し
い
。

ま
た
、
贈
っ
た
教

材
を
活
用
し
て
の

学
習
現
場
を
見
学

し
て
み
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

ケ
ビ
ン
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
社
長

（
写
真
㊧
）
と
井
出
市
長
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65 歳以上の人の
介護保険料を見直しました

～介護保険は高齢者の暮らしを社会みんなで支える仕組みです～

65 歳以上の人の
介護保険料を見直しました

○介護保険とは
　介護保険は、40 歳以上の人が加入し、認知症や寝たきり
などによって介護が必要になった時に、介護サービスを受
けられる制度です。

○介護保険事業を安定的に運営するために、介護保険料を
見直しました
　高齢化の進展（図１）に伴う要介護認定者数の増加（図２）
により、介護給付費の増加が見込まれます。介護保険財政
を安定的に運営するために、平成 30 年度から平成 32 年度
までの介護保険事業計画の策定にあわせ、65 歳以上のみな
さんの介護保険料を見直しました。

○合計所得金額とは
　収入から公的年金控除・給与所得控除・必要経費を控除した後で、基礎控除・人的控除等の控除をする前の
所得金額のことです。

　４月から第 1号被保険者の保険料基準額が、年額 79,200 円（月額 6,600 円）となりました。また、保険料
の所得段階を 13 段階から 14 段階に変更し、負担能力に応じ細分化しました。詳しくは次の表でご確認くだ
さい。

平成 30 ～ 32 年度で必要な
介護サービスの総額 基準額（年額）

市内に住む
65 歳以上の人数

65 歳以上の人
の負担分× ÷ ＝

平成 27～ 29 年度 平成 30～ 32 年度

所得段階 保険料年額 所得段階 対象者 保険料年額

第１段階 32,400 円

本
人
が
市
民
税
非
課
税

非
課
税
世
帯

第１段階

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者
・課税年金収入額＋合計所得金額
が 80 万円以下の人

35,640 円

第２段階 46,800 円 第２段階 課税年金収入額＋合計所得金額が
80 万円を超え 120 万円以下の人 51,480 円

第３段階 54,000 円 第３段階 課税年金収入額＋合計所得金額が
120 万円を超える人 59,400 円

第４段階 64,800 円 課
税
世
帯

第４段階 課税年金収入額＋合計所得金額が
80 万円以下の人 71,280 円

第５段階 72,000 円
（基準額） 第５段階 課税年金収入額＋合計所得金額が

80 万円を超える人
79,200 円
（基準額）

第６段階 86,400 円

本
人
が
市
民
税
課
税

第６段階 前年の合計所得金額が 80 万円
未満の人 91,080 円

第７段階 前年の合計所得金額が 80 万円
以上で 125 万円未満の人 95,040 円

第７段階 90,000 円 第８段階 前年の合計所得金額が 125 万円
以上で 200 万円未満の人 99,000 円

第８段階 108,000 円 第９段階 前年の合計所得金額が 200 万円
以上で 300 万円未満の人 118,800 円

第９段階 115,200 円 第 10 段階 前年の合計所得金額が 300 万円
以上で 400 万円未満の人 134,640 円

第 10 段階 118,800 円 第 11 段階 前年の合計所得金額が 400 万円
以上で 500 万円未満の人 142,560 円

第 11 段階 129,600 円 第 12 段階 前年の合計所得金額が 500 万円
以上で 750 万円未満の人 154,440 円

第 12 段階 136,800 円 第 13 段階 前年の合計所得金額が 750 万円
以上で 1,000 万円未満の人 174,240 円

第 13 段階 144,000 円 第 14 段階 前年の合計所得金額が 1,000 万円
以上の人 198,000 円

65歳以上の人の保険料

基準額の決まり方

介

護
長寿
課からのお知ら

せ

介護保険の財源（平成 30～ 32 年度）
第 1号被保険者
（65歳以上）
の保険料
23%

国の負担
25%

県の負担
12.5%

市の負担
12.5%

第 2号被保険者
（40歳～ 64 歳）

の保険料
27%

 総人口・高齢者

人口の推移および

推計（図１）

要介護度別認定者

数の推移および

推計（図２）
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くらしに関する情報をお知らせします

　能美市では、Ｕ・Ｉ・Ｊターンにより能美市内の企
業へ就職される人を応援するため、対象の人が能美市
内のアパートなど※に入居した際の賃貸料の一部を
補助する制度を創設しました。対象となるご家族・お
知り合いがいましたらぜひこちらの制度をご紹介くだ
さい。

※民間賃貸住宅および市営住宅のうち特定公共賃貸
住宅が対象となります。

申請方法など詳細については市ホームページをご確認
ください。

　平成 30 年度の人間ドックの申請が始まります。ド
ックが受診できる病院は、能美市立病院・芳珠記念病
院・寺井病院です。これまでは血管ドックとがんドッ
クを両方受ける場合は、1泊 2日ドックとなっていま
したが、今年度から日帰りで受けられるようになりま
した。また、脳ドックは申請が遅くなると、年度内に
予約が取れず、受診できなくなる場合があります。受
診をお考えの人は、早めの申請と病院への予約をお勧
めします。市税などに滞納がある人は、助成を受けら
れない場合がありますので、ご注意ください。
＜これまで＞

＜平成 30 年度から＞

血管ドックの節目年齢（30・35・40・45・50・55・60・65・70 歳）の人は、
糖尿病に関係する精密検査を実施しますので、がんドックと併用される場合
は、1泊 2日ドックになります。

▶ ▶ 対象年齢

▶ ▶ ドックの種類

▶ ▶ 申請窓口
健康推進課、市民課、根上・寺井窓口センター
▶ ▶ 申請から病院予約までの流れ

※申請書は各申請窓口にあるほか、市ホームページからもダウ
ンロードできます。

▶ ▶ 自己負担

▶ ▶ その他
・糖尿病で薬剤治療中の人は、血管ドックではなく、
かけはしチェック（能美市医師会糖尿病合併症検査・
食事指導・療養指導）のご利用をお勧めします。詳細
については、主治医または市健康推進課へお問い合わ
せください。
・治療中の人は、普段行っている検査と重複する場合
があります。体の負担にならないよう主治医と相談の
上で、申請してください。
・6月以降にドックを受ける場合は、6月初旬に市か
ら送られる特定健診やがん検診の受診券（オレンジ色）
が必要になりますので、受診の際には忘れずにお持ち
ください。
・血管ドックとがんドックコースについては、市およ
び職場の健診で重複する内容を受診した場合は受けら
れませんのでご注意ください。

②
病
院
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い

問 /健康推進課（☎ 58‐2235、FAX 58‐6897）

血管ドック＋がんドックが日帰りになり、受診しやすくなりました

人間ドックの申請が 4月 2日から始まります

○ 血管ドック 心臓病や脳卒中、糖尿病、腎臓病など
 の生活習慣病に関する検査
○ がんドック 呼吸器、消化器系、肝臓、前立腺、乳房、
 子宮のがんに関する検査
○ 脳ドック 脳卒中や認知症、脳腫瘍などに関する
 検査

血管ドック・がんドック・
脳ドックの単独ドック

日帰り

血管ドック＋がんドック １泊２日

血管ドック・がんドック・
脳ドックの単独ドック

日帰り

血管ドック＋がんドック
（節目年齢以外）

日帰り

血管ドック＋がんドック（節目年齢） １泊２日

○ 血管ドック　30 歳～ 74 歳（昭和 19 年 4 月 1 日～
平成元年 3月 31 日生まれ）
○ がんドック　40 歳～ 74 歳（昭和 19 年 4 月 1 日～
昭和 54 年 3月 31 日生まれ）
○ 脳ドック
50歳（昭和43年4月1日～昭和44年3月31日生まれ）
55歳（昭和38年4月1日～昭和39年3月31日生まれ）
60歳（昭和33年4月1日～昭和34年3月31日生まれ）
65歳（昭和28年4月1日～昭和29年3月31日生まれ）
70歳（昭和23年4月1日～昭和24年3月31日生まれ）

保険種別 ドック種別 自己負担額

国保

血管ドック
節目年齢の人 8,360 円
節目年齢以外の人 6,916 円

がんドック
肺ＣＴ検査 12,920 円
胸部Ｘ線検査 11,400 円

脳ドック 9,120 円

国保以外
の医療保
険

血管ドック
節目年齢の人 17,160 円
節目年齢以外の人 14,196 円

がんドック
肺ＣＴ検査 26,520 円
胸部Ｘ線検査 23,400 円 

脳ドック 18,720 円

①
医
療
保
険
被
保
険

者
証
を
持
っ
て
申
請

窓
口
で
申
請
す
る

自
宅
に
受
診
券
が

届
く

約
１
週
間

早
め
に

問 /スポーツ振興課（☎ 58‐2273、FAX 55‐8555）

一部体育館で日曜夜に個人
利用できます

　平成 30 年 4 月から根上体育館、寺井体育館、物見
山総合体育館において、毎週日曜日の 19 時～ 21 時
30 分の間は、当日受付で個人利用できる時間帯にな
ります。ただし、専用利用
はできません。事前予約
はできなくなりますので、
ご注意ください。

対象者
平成 30 年 3月以降にＵ・Ｉ・Ｊターンにより
能美市内の企業に就職し、新たに能美市内の
アパートなどに入居された市民

補助額
補助金額：賃貸料の3分の1（最大5,000円 /月）
補助期間：2年間

　春から能美市で新たに働き始める人の移住を支援す
るサービス「Ｎチケット」が５月から始まります。
　「Ｎチケット」は能美市内で４月１日以降に常勤で
新たに就職する人の引越や新生活のスタートに役立つ
特典を、市内協賛事業者にご協力いただき、チケット
形式で提供します。
　「Ｎチケット」を利用して、新生活をお得にスター
トしませんか。
▶ ▶ 対象　①と②の両方を満たす人
①平成３０年４月１日以降、能美市内の事業所に新た
に常勤で就職する

②就職決定後、県外・県内他市町から能美市に住民票
を移して１年以内もしくは就職決定後３カ月以内に、
県外・県内他市町から能美市へ住民票を異動する予定
である
▶ ▶ 提出書類　①「Ｎチケット」申請書／②本人確認
資料（運転免許証など）のコピー／③雇用主が発行した採用年月日
とフルタイム雇用が確認できる書類（様式自由）／④今後、能美市に
移住予定の場合は住居の賃貸借契約書のコピー／⑤顔写真（無帽、
正面、上三分身、縦３センチ×横 2.4 センチ）
▶ ▶ 申請方法など　市ホームページをご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 /地域振興課（☎ 58‐2212、FAX 58‐2291）

「Ｎチケット」で始めるお得な新生活

市内でお勤めの人の移住を応援します

問 /商工課（☎ 58‐2254、FAX 58‐2297）

アパートなどに入居した際の賃貸料の一部を補助します

能美市Ｕ・Ｉ・Ｊターン就職家賃補助制度のご案内

問 /市民課（☎ 58‐2213、FAX 58‐2293）

引越しの際はマイナンバーカード・
通知カードの変更手続きもお忘れなく

　引越しによって住所が変更となった場合には、マ
イナンバー自体は変わることはありませんが、通知
カードやマイナンバーカードに新住所の追記が必要
となります。
　転入・転居などにより住所が変更となる場合には、
お手続き時に通知カードやマイナンバーカードをご
持参ください。

市外のお知り合いに

皆さんからもおすすめ

してほしいのだ。

N チケットの利用も
忘れずにね♪
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くらしに関する情報をお知らせします

問 /スポーツ振興課（☎ 58‐2273、FAX 55‐8555）

健康増進や競技力の向上に活用ください

秋常勤労者体育センター完成

問 /商工課（☎ 58‐2254、FAX 58‐2297）

九谷焼の発展のために

九谷焼担い手職人工房に活用する施設などを提供ください

　能美市では、九谷焼職人の後継者不足の解消と産業
観光として九谷焼の発展のために、工房として活用で
きる施設などを提供していただける人を募集します。

▶ ▶ 申込資格

▶ ▶ 提出書類　能美市九谷焼担い手職人工房施設など
提供・活用事業申込書／該当する建物および土地の登
記簿謄本／建物の平面図
申込書のダウンロードおよび詳細な情報については市
ホームページをご確認ください。
▶ ▶ 提出期限　５月 11 日（金）　17：00 必着
▶ ▶ 提出場所　商工課（〒923-1198　寺井町た35番地）
商工課へ直接お持ちいただくか、郵送でご提出くださ
い。
▶ ▶ 審査方法　5月下旬に審査委員会を開催し、申込書
の内容および申請者からのプレゼンテーションを審査
して、提供いただける人を決定します。

対象者 能美市に住所を有し、施設などを所有
している人

対象地域 市内の準工業地域および工業地域

提供建物要件 床面積 300 ㎡以上の平屋建ての空き店
舗であること

その他要件 10 台分の駐車場を所有または隣接して
いること

　施設老朽化による改修工事のため閉館していた秋常
勤労者体育センターが完成し、４月から利用を再開し
ます。
　アリーナ内は床が改修前の木製 ( カバ桜 ) からナシ
ョナルトレーニングセンターでも採用されている体育
館用フロアシートに変わりました。クッション性が高
く、ひざや腰への負担を軽減し、ささくれによるケガ
の心配がありません。内壁も衝撃を和らげる緩衝壁に
変更し、安全性が向上しました。
　新たにバスケットゴールが上下可動式となり、小学
生のジュニアバスケットにも対応できるようになりま
した。
　照明はアリーナ天井照明を始め、施設内の照明を全
て LED へ変更し、環境への配慮と維持管理費の削減
に努めました。市内体育施設の LED 照明設置は夜間
照明も含め８施設目となります。
　多目的トイレには、新たにオストメイトを設置しま
した。男女トイレは入口部の段差をなくして、手すり
を新設するなどバリアフリー化し、和便器は洗浄機付
き洋便器に全て取り替え、障がいのある人や高齢者で
も利用しやすくなりました。

　健康増進や競技力の向上にリニューアルされた秋常
勤労者体育センターを活用してください。
　独立行政法人日本スポーツ振興センター助成事業と
して改修工事を実施しており、同センターより助成金
が交付されます。
▶ ▶ 施設利用についての問い合わせ先
　能美市寺井体育館（☎ 58‐5973）

新しくなった体育センター

　経済的理由で就学困難な児童生徒の保護者に対し、
就学に必要な費用の一部を援助します。
▶ ▶ 援助の内容
学用品費／新入学用品費／修学旅行費／学校給食費／
日本スポーツ振興センター掛金など
▶ ▶ 援助が受けられる保護者
・生活保護の停止または廃止を受けた人
・児童扶養手当を受給している人
・市町村民税が非課税の世帯または減免されている人
・固定資産税、個人事業税のいずれかが減免されてい
る人
・国民健康保険税が減免または徴収を猶予されている
人
・国民年金の保険料が免除されている人
・そのほか、市教育委員会が援助を必要と認める人
※昨年度受給された人で、引き続き援助を希望され
る人も、毎年度申請が必要です。

問 /高齢者かがやき支援室（☎ 58‐2234、FAX 58‐4408）

能美市辰口高齢者支援セン
ター移転のお知らせ

　子どもや障がい児と高齢者が共に利用し触れ合う
共生型福祉施設 G-Hills（ジーヒルズ）が建設され、
その施設内に能美市辰口高齢者支援センターが移転
します。

事業所名 能美市辰口高齢者支援センター
運営法人 社会福祉法人　陽翠水

移転先での業務開始日 平成 30 年 4月 1日
新住所 〒 923‐1226

緑が丘十一丁目４９番地１
電話番号 51‐7771
FAX 番号 51‐7783

共生型福祉施設
G-Hills

問 / 学校教育課（☎ 58‐2271、FAX 55‐8530）

小・中学生のための
就学援助制度

　児童扶養手当の月額が４月から下表のとおり変更と
なります。

　児童扶養手当は父母の離婚などにより父または母親
と生計を同じくしていない児童が養育されている父
子・母子家庭等の生活安定と自立を助け、児童の福祉
の増進を図ることを目的として支給される手当です。

▶ ▶ 対象者　児童扶養手当は父子家庭の父・母子家庭
の母または父母にかわって児童を養育している人

問 /子育て支援課（☎ 58‐2232、FAX 58‐2293）

児童扶養手当の月額が４月
から変わります

対象児童数 全部支給 一部支給
１人目 42,500 円 42,490 円～ 10,030 円
２人目 10,040 円 10,030 円～ 5,020 円

３人目以降 6,020 円 6,010 円～ 3,010 円
支給区分は、所得に応じて算定されます。

　能美市では平成 29 年中に 29 件の住宅侵入窃盗、
35件の自転車盗、15 件の車上ねらいが発生しました。
この内、住宅侵入窃盗や自転車盗の 9割以上が鍵を
かけていなかったために発生した事件です。特に住宅
侵入窃盗の件数は平成 28 年に比べ、21 件も増加して
います。
　市民の皆さんも外出をする際は必ず鍵をかけて外出
してください。また、自転車や車から離れる際も施錠
の徹底と車内やカゴにバッグなどを置かないように心
がけましょう。

問 /生活環境課（☎ 58‐2217、FAX 58‐2292）

盗難被害が増えています！
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　市の国民健康保険に加入している人が会社の社会保
険に加入したときは、その日から国民健康保険は使え
ません。国民健康保険の喪失手続きをお願いします。
▶ ▶ 喪失手続きが遅れると
・保険税の負担が続きます。
・社会保険の資格取得後に国民健康保険の被保険者証
を使用した場合、市の国民健康保険が負担した医療費
分を後日返還していただきます。
▶ ▶ 喪失手続きに必要なもの
加入した社会保険の被保険者証／国民健康保険の被保
険者証／印鑑（認め印）／世帯主と社会保険に加入し
た人の個人番号が分かるもの（個人番号カード、通知
カードなど）／手続きにくる人の本人確認書類（運転
免許証など）

※会社は国民健康保険の喪失手続きを行わないので、
ご注意ください。

問 /保険年金課（☎ 58‐2236、FAX 58‐2293）

社会保険に加入したときは
国民健康保険の喪失手続きを

問 /保険年金課（☎ 58‐2236、FAX 58‐2293）、介護長寿課（☎ 58‐2233、FAX 58‐2292）

平成 30 年度国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料の
納税（納入）通知を 4月と 7月に発送します

　4月中旬に通知書が発送されるのは納付方法が普通
徴収（納付書や口座振替による納付）の人と 4月・6
月に普通徴収から特別徴収（年金からの天引き）に変
更になる人です。引き続き、特別徴収で納入される人
には７月に通知書を発送します。
　この通知書では、普通徴収の人は 4月（1期）、5月（2
期）、6月（3期）分、特別徴収の人は 4月（1期）、6
月（2期）、8月（3期）の保険税（料）額をお知らせ
いたします。
　保険税（料）額はそれぞれ前年中の所得などで決ま
りますが、6月以降でなければ所得などが確定しない
ため、毎年 1～ 3 期分は前年度の保険税（料）額を
基に仮に徴収させていただきます。
　所得等が確定した後の 7月に、改めて年間の保険
税（料）をお知らせする納税（納入）通知書を送付し
ます。所得に大きな変動があった人は、7月の通知時

に大きく保険税（料）額が
変更になる可能性がありま
すのでご注意ください。
※国民健康保険に、平成 30
年 4 月 1 日～ 6 月 22 日の
間に加入手続きされた人（後
期高齢者医療保険は 3月～
6月中に加入された人）の平成 30 年度分の保険税（料）
の案内は 7月に発送します。
※平成 30 年 4 月 2 日～ 7 月 1 日の間に 65 歳になる
人の介護保険料の案内は、7月に発送します。

▶ ▶ 問い合わせ
国民健康保険税／後期高齢者医療保険料については
保険年金課（☎ 58‐2236）
介護保険料については介護長寿課（☎ 58‐2233）

問 / 保険年金課（☎ 58‐2236、FAX 58‐2293）

平成 30 年度の国民年金保険
料が決まりました

　平成 30 年度の国民年金保険料は月額 16,340 円
です。
　国民年金の保険料は毎年度改定されますが、平成
30 年度は前年度から 150 円引き下げられました。保
険料は、日本年金機構から 4月上旬に送られる「納
付書」で納めてください。納付書による納付は、金
融機関（ゆうちょ銀行を含む）またはコンビニエン
スストアでできます。
　納付書以外にクレジットカ
ードや口座振替による納付が
できますので、小松年金事務
所または保険年金課、寺井・
根上窓口センターでお申し込
みください。

▶ ▶ 問い合わせ
小松年金事務所（☎ 24-1791、 FAX 22‐3933）

● ● 土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
　平成 30 年度のご自分の土地・家屋の価格やその周
辺の価格などを縦覧帳簿で確認することができます。
縦覧できる人は、市内の土地・家屋を所有する納税者
です。（非課税や免税点未満などの理由で課税されて
いない人は縦覧できません）
▶ ▶ 期間　４月２日（月）～５月 31 日（木）　８時 30 分～
17 時 15 分　
※土日祝日を除く。延長窓口日（火・木曜日）は 19
時まで
▶ ▶ 場所　税務課（本庁舎）
▶ ▶ 必用なもの　印鑑（法人の場合）／本人確認でき
るもの（運転免許証など）／代理人の場合は委任状
▶ ▶ 手数料　無料

● ● 固定資産課税台帳の閲覧
　平成 30 年度の固定資産課税台帳に記載された所有
資産の内容について、年間を通して閲覧することがで
きます。また、土地・家屋を借りている人も該当する
土地・家屋の固定資産課税台帳を閲覧することができ
ます。
▶ ▶ 場所　税務課、寺井・根上窓口センター
▶ ▶ 必用なもの　印鑑（法人の場合）／本人確認でき
るもの（運転免許証など）／代理人の場合は委任状
▶ ▶ 手数料　200 円
※４月２日（月）～５月 31 日（木）までは無料

土地・家屋価格等縦覧帳簿や固定資産課税台帳の確認

問 /税務課（☎ 58‐2206、FAX 58‐2292）

軽自動車税の減免制度

　下記の対象車両について、税の減免制度を受ける
場合は、５月 24 日（木）までに申請が必要です。この
日を過ぎると減免を受けられませんので、該当する
場合はお早めに申請を済ませてください。
▶ ▶ 対象車両
・身体などに障がいのある人が所有し、その人のため
に使用される車両
・身体などに障がいのある人が利用するために、車両
構造を改造した車両

※毎年申請が必要です。平成 29 年度に減免を受け
ていた人へは、４月初旬に税務課からご案内します。
詳しくは税務課にお問
い合わせください。
※新規に申請する場
合や車両変更の手続き
は税務課のみで行って
おります。お気を付け
ください。

問 /子育て支援課（☎ 58‐2232、FAX 58‐2293）

寡婦等医療費の特別助成制度

　かつて父子・母子家庭であった人に対し、保険診
療分の医療費の一部を助成しています。医療費の申
請には資格の登録が必要になりますので、対象にな
る人は寡婦医療費の受給資格登録申請書を子育て支
援課または寺井・根上窓口センターに提出してくだ
さい。
▶ ▶ 対象者　次の要件をすべて満たす人
・かつて母子家庭であった母、または父子家庭であっ
た父で、能美市のひとり親医療費助成制度の対象で
あった人
・65 歳の誕生月の末日までの人（1日生まれの人は誕
生日の前月まで）
・市民税非課税世帯に属する人（生活保護受給者を除
く）
・同一世帯以外の人の健康保険等医療保険の被扶養者
または所得税法上の扶養親族になっていない人
▶ ▶ 助成額　（１か月の医療費自己負担分－ 3,000 円）
×１/２
※１か月でかかった医療費の合計が 3,000 円未満の
月は対象になりません。

問 /税務課（☎ 58‐2206、FAX 58‐2292）
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口座振替日

問い合わせ

納期カレンダー平成 30年度
市 料 金 な ど

月

市 税 な ど

上下水道
料 金

下 水 道
受 益 者
負 担 金

後期高齢者
医療保険料 介護保険料 軽自動車税 固定資産税都市計画税 市県民税 国民健康

保 険 税 納期限

２月使用分 第１期 第１期 ４月 第１期 ５月１日（火）

３月使用分 第２期 第２期 ５月 全期 第１期 第２期 ５月31日（木）

４月使用分 第１期 第３期 第３期 ６月 第１期 第３期 ７月２日（月）

５月使用分 第４期 第４期 ７月 第２期 第４期 ７月31日（火）

６月使用分 第２期 第５期 第５期 ８月 第２期 第５期 ８月31日（金）

７月使用分 第６期 第６期 ９月 第６期 10月１日（月）

８月使用分 第３期 第７期 第７期 10月 第３期 第７期 10月31日（水）

９月使用分 第８期 第８期 11月 第８期 11月30日（金）

10月使用分 第９期 第９期 12月 第３期 第９期 12月25日（火）

11月使用分 第４期 第 10期 第 10 期 １月 第４期 第 10期 １月31日（木）

12月使用分 第 11期 第 11 期 ２月 第４期 第 11期 ２月28日（木）

１月使用分 第 12期 第 12 期 ３月 第 12 期 ４月１日（月）

◇市税などに関すること
　・市県民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税
　　税務課 （☎ 58‐2206）
　・国民健康保険税
　　保険年金課（☎ 58‐2236）
◇税の納付に関すること
　納税課 （☎ 58‐2207）

◇介護保険料に関すること
　介護長寿課（☎ 58‐2233）
◇後期高齢者医療保険料に関すること
　保険年金課 （☎ 58‐2236）
◇上水道料金、下水道使用料に関すること
　下水道受益者負担金に関すること
　上下水道料金課 （☎ 58‐2260）

上下水道料金
後期高齢者医療保険料

介護保険料
下水道受益者負担金

25日

末日
（12 月は 25 日）

｝
｝

★納期限は原則月末です。※ 12 月は納期限が 25 日に
なります。
★全納振替は、各税目の第 1期に年税額を振替します。
★上下水道料金以外は、口座振替日に振替できなかっ
た場合の再振替はしません。振替不能をお知らせする
はがきで、直接納付してください。

問 /納税課（☎ 58‐2207、FAX 58‐2292）

問 / 地域振興課（☎ 58‐2235、FAX 58‐6897）

いつでもどこでも簡単納付

市税・料金のスマホ収納サービス開始！

まちづくり活動を支援します

地域力創出支援事業の事業計画書を受付中です

　これまで、コンビニエンスストア（以下コンビニ）
や金融機関などでしか納められなかった市税・料金が
４月から、スマートフォンでも納められます。
　納付のために外出する手間が省け、いつでもどこで
も市税・料金を納められます。納付手数料は一切かか
りません。ぜひご利用ください。
▶ ▶ 対象科目　

▶ ▶ 利用方法
　納付書に印刷されたバーコー
ドを対象のスマートフォンアプ
リ（以下スマホアプリ）から読
み取り、銀行口座や電子マネー

などから、市税・料金を納められます。詳しい使い方
は、アプリ提供元のweb ページからご確認ください。

▶ ▶ 対象アプリ
・「ﾔﾌｰｱﾌﾟﾘ」　提供元　ヤフー株式会社
https://money.wallet.yahoo.co.jp/rd/5ya
・「PayB」　提供元　ビリングシステム株式会社
https://payb.jp/index.html#payb-howto
▶ ▶ 注意事項
・スマホ収納サービスでは、収納処理をスマホアプリ
で行うため領収書が発行されません。
・納付後すぐに納税証明書（軽自動車の車検用など）
が必要な場合は、スマホ収納サービスを利用せず、コ
ンビニなどで納めてください。スマホ収納サービスを
利用した場合、納付確認に２週間程度時間を要するこ
とがあります。

　公共的な課題を解決するまちづくり活動を支援する
「地域力創出支援事業」補助金の事業計画書の受付が
4月 1日から始まります。様式は地域振興課で配布中
のほか、市ホームページからダウンロードできます。
▶ ▶ 締切　５月１日（火）必着
▶ ▶ 提出先　地域振興課
▶ ▶ 公開審査会　５月 19 日（土）13 時 30 分～

▶ ▶ 場所　市民協働まちづくりセンター「のみにこ」

税金
市・県民税（普通徴収分）／固定資産税・都市
計画税／軽自動車税／国民健康保険税

料金 介護保険料／後期高齢者医療保険料

有
料
広
告
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CHECK!!
Nomi Monthly Newsletter　 →　検索（Search）☜

You can view all of the events and news written here in English online at Nomi 
City's homepage. 

このコーナーでは、催しや募集情報など、市
に関わるさまざまな情報を掲載しています。
情報に料金を記載していない場合は無料です。

H29 年
５月

H29 年
累計

累計の
前年比

住宅等の侵入盗 ３件 14 件 ＋６件
非侵入盗 13 件 42 件 ＋３件
交通人身事故 11 件 34 件 ＋ 10 件
交通事故死者 0人 ０人 －２人
交通事故負傷者 13 人 37 人 ＋８人
火災発生 １件 ５件 ＋４件
救急出動 109 件 667 件 ＋ 13 件

　市内の犯罪・交通事故など発生状況
～安全で安心な街をつくりましょう～

有
料
広
告

有
料
広
告

このコーナーでは、催しや募集情報など、市
に関わるさまざまな情報を掲載しています。
情報に料金を記載していない場合は無料です。

H30 年
２月

H30 年
累計

累計の
前年比

住宅等の侵入盗 3件 3件 － 3件
非侵入盗 10 件 10 件 － 2件
交通人身事故 3件 9件 － 6件
交通事故死者 0人 1人 ＋ 1人
交通事故負傷者 ３人 9人 － 7人
火災発生 １件 ２件 ＋ 1件
救急出動 143 件 300 件 ＋ 8件

　市内の犯罪・交通事故など発生状況
～安全で安心な街をつくりましょう～

このコーナーでは、催しや募集情報など、市
に関わるさまざまな情報を掲載しています。
情報に料金を記載していない場合は無料です。

　
「
星
の
会
」
に
よ
る
楽
し
い
解
説

と
と
も
に
、
春
の
夜
空
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
予
約
は
不
要
で
す
。

【
星
空
教
室
】
春
は
大
き
な
星
座
が

多
い
と
い
う
話

▼
日
時　
４
月
1
日
㈰
10
時
20
分
〜

▼
場
所　
根
上
学
習
セ
ン
タ
ー　

プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

【
星
空
観
察
会
】
冬
の
大
三
角
と
春

の
大
三
角

▼
日
時　
４
月
21
日
㈯
19
時
30
分

▼
場
所　
根
上
学
習
セ
ン
タ
ー　

※
天
候
不
良
の
場
合
は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
行
い
ま
す
。

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
定
時
投
映
番
組

「
今
夜
の
星
空
解
説
」
約
15
分

「W
onders of the U

niverse

」
約

22
分

▼
投
映
時
間　
平
日
（
１
回
）
15
時

30
分
、
土
・
日
・
祝
・
春
休
み
期
間

中
（
２
回
）
11
時
、
14
時
30
分

▼
入
場
料　
小
学
生
以
上　

１
０
０

円
※
未
就
学
の
お
子
様
は
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
根
上
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
55 

‐

８
５
６
０
、
FAX

55
‐
８
５
７
３
）　

　

伝
統
工
芸
士
の
指
導
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

▼
日
時　
５
月
２
日
㈬
18
時
30
分
〜

21
時

▼
場
所　
ふ
る
さ
と
交
流
研
修
セ
ン

タ
ー
さ
ら
い

▼
参
加
費　
３
０
０
０
円
（
材
料
費
・

ド
リ
ン
ク
付
）

▼
定
員　
30
人
（
赤
絵
15
名
、
色
絵

15
名
）
※
初
め
て
の
人
優
先
、
定
員

に
な
り
次
第
締
切

▼
講
師　
福
島
武
山
先
生
、
福
田
良

則
先
生

▼
予
約
受
付　
４
月
１
日
㈰
か
ら

問
申
ふ
る
さ
と
交
流
研
修
セ
ン

タ
ー
さ
ら
い
（
☎
57
‐
１
２
１
２
）

　

熟
練
者
が
指
導
し
ま
す
の
で
、
未

経
験
の
人
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
釣
り
ざ
お
や
仕
掛
け
な
ど
は

貸
出
し
ま
す
。
釣
り
に
適
し
た
服
装

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
５
月
３
日
（
木
・
祝
）
７
時

〜
11
時
（
小
雨
決
行
）

▼
場
所　
和
気
の
池　

▼
定
員　
小
学
生
の
親
子
35
組
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）　

▼
申
込
方
法　
生
涯
学
習
課
、
各
図

書
館
に
あ
る
申
込
書
を
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
４
月
25
日
㈬

問
申

生
涯
学
習
課
（
☎
58
‐

２
２
７
２
）

　

自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
知
恵
を
、

四
季
を
通
じ
て
学
ぶ
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

　

生
き
物
観
察
や
か
ん
じ
き
ハ
イ
ク

な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　
小
学
生　

20
人
／
回

▼
日
時　
年
４
回
実
施
９
時
〜
16
時

▼
参
加
費　
２
５
０
０
円

問
申
能
美
の
里
山
フ
ァ
ン
倶
楽
部

（
☎
FAX

51
‐
２
３
０
８
、
Ｅ
メ
ー
ル

info@
nom

inosatoyam
a.com

）

　

運
動
の
機
会
が
少
な
く
な
る
お
お

む
ね
55
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
年
間

36
回
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

男
女
を
問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
。

▼
参
加
方
法　
募
集
案
内
チ
ラ
シ
を

確
認
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
活
動
日
に
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
募
集

案
内
チ
ラ
シ
は
、
根
上
体
育
館
、
寺

井
体
育
館
、
物
見
山
総
合
体
育
館
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
料　
65
歳
未
満
の
人
は
年
間

４
６
５
０
円
、
65
歳
以
上
の
人
は
年

間
４
０
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
料
を
含
み
ま
す
）

▼
ク
ラ
ブ
名
・
開
講
日
・
場
所

【
寺
井
末
広
健
康
ク
ラ
ブ
】

４
月
４
日
㈬
9
時
30
分
〜
11
時
、
寺

井
体
育
館

【
根
上
は
ま
な
す
健
康
ク
ラ
ブ
】

４
月
５
日
㈭
10
時
〜
11
時
30
分
、
根

上
体
育
館

【
辰
口
健
康
ク
ラ
ブ
“
ス
マ
イ
ル
”】

４
月
７
日
㈯
10
時
〜
11
時
30
分
、
物

見
山
屋
内
競
技
場

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
58
‐

２
２
７
３
）

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
九
谷
焼
資
料

館
を
観
光
客
ら
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た

だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集

し
ま
す
。

▼
申
し
込
み　
住
所
・
氏
名
・
連
絡

先
を
左
記
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
宛
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
養
成
講
座　
一
定
人
数
の
申
し
込

み
を
み
て
、
現
地
で
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
日
程
な
ど
は
後
日
、
各

人
に
連
絡
し
ま
す
。

問
申
九
谷
焼
資
料
館
（
☎
58
‐

６
１
０
０
、
FAX

58
‐
６
０
８
６
、
Ｅ

メ
ー
ルkutaniyaki@
kutaniyaki.

or.jp

）

　

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
人
の
た
め
の

講
座
で
す
。
聴
覚
障
害
者
の
生
活
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
日
常
生
活
に

必
要
な
手
話
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時　
５
月
９
日
〜
10
月
24
日
の

毎
週
水
曜
日
、19
時
30
分
〜
21
時（
全

24
回
）

▼
場
所　
寺
井
地
区
公
民
館

▼
対
象　
18
歳
以
上
で
入
門
講
座
未

経
験
の
人

▼
定
員　
20
人

▼
受
講
料　
３
２
４
０
円
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ

付
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　
４
月
20
日
㈮

問
申
福
祉
課
（
☎
58
‐
２
２
３
０
、

FAX

58
‐
２
２
９
４
）

　
「
文
芸
能
美
」
は
、
市
民
の
文
芸

作
品
を
つ
づ
っ
た
文
芸
誌
で
す
。

作
品
の
種
類
と
数
量
（
応
募
は
１
部

門
１
作
品
、
２
部
門
ま
で
）
創
作
・

戯
曲
・
童
話（
原
稿
用
紙
20
枚
以
内
）、

随
筆
・
紀
行
・
評
論
・
民
話
（
原
稿

用
紙
12
枚
以
内
）、詩
（
40
行
以
内
）、

川
柳
・
短
歌
・
俳
句
（
自
選
５
句
（
首
）

※
題
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

▼
応
募
資
格　
在
住
・
在
勤
・
出
身
者

▼
応
募
締
切　
８
月
31
日
㈮

▼
応
募
方
法　
根
上
・
寺
井
・
辰
口
地

区
公
民
館
に
あ
る
原
稿
用
紙
で
提
出

す
る
か
、
１
行
25
字
×
20
行
で
作
成

し
メ
ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
の
注
意　
▼
種
類
と
題
名
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
ペ
ン
ネ
ー

ム
で
の
応
募
は
住
所
と
本
名
を
記
載

し
、
市
外
在
住
者
は
出
身
町
名
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
▼
作
品
の
字
句
を
訂
正

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
▼
作
品
の

掲
載
は
編
集
委
員
会
で
審
査
し
決
定

し
ま
す
。

▼
提
出
先　
〒
９
２
９
‐
０
１
１
３

能
美
市
大
成
町
ヌ
１
１
８
番
地　

生
涯
学
習
課
宛
て
、
Ｅ
メ
ー
ル
は 

shogaku@
city. nom

i.lg.jp

問
申

生
涯
学
習
課
（
☎
58
‐

２
２
７
２
）

　

能
美
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
60
歳
以
上
で
健
康
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　

特
に
庭
の
草
む
し
り
、
公
園
や
空

き
地
の
草
刈
り
、
樹
木
の
剪
定
、
丸

い
も
の
つ
る
ま
き
、
家
事
手
伝
い
な

ど
の
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
申
公
益
社
団
法
人
能
美
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
寺
井
町
る
68

番
地
１　
（
☎
58 

‐
４
０
６
０
、
FAX

58
‐
４
０
６
１
）

能
美
市
健
康
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

手
話
入
門
講
座

九
谷
焼
資
料
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

CHECK!!
You can view all of the events and news written here in English online at Nomi 
City's homepage. Nomi Monthly Newsletter　 →　検索（Search）☜

九
谷
茶
碗
ま
つ
り
前
夜
祭

『
九
谷
焼
絵
付
体
験
』

星
空
教
室
・
星
空
観
察
会

第
20
回

親
子
へ
ら
ぶ
な
釣
り
教
室

「
文
芸
能
美
」

第
14
号
作
品
募
集

里
山
自
然
学
校

シ
ル
バ
ー
の
会
員
に
な
っ
て

お
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
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高
齢
者
が
元
気
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
、
地
域
や
世
代
を
超

え
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
交
流
大
会

「
ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
８
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
※
種
目
や
申
込
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
介
護
長
寿
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　
昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
（
60
歳
以
上
）

▼
日
時　
５
月
５
日
（
土
・
祝
）
〜

※
種
目
に
よ
っ
て
開
催
日
が
異
な
る
。

▼
場
所　
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
石
川
県
北
部
公
園
ほ

▼
種
目　
卓
球
や
テ
ニ
ス
、
囲
碁
、

将
棋
な
ど
28
種
目

▼
申
込
期
限　
４
月
20
日
㈮

問
申

介
護
長
寿
課
（
☎
58
‐

２
２
３
３
、
FAX

58
‐
２
２
９
２
）

　

日
本
古
来
の
伝
統
あ
る
弓
道
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　
高
校
生
以
上

▼
定
員　
12
人(

定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り)

▼
期
間　
5
月
21
日
㈪
〜
6
月
22
日

㈮
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

全
15
回

▼
時
間　
19
時
30
分
〜
21
時

▼
会
場　
根
上
弓
道
場　

(

浜
町
午

16
番
地
）

▼
参
加
費　
２
０
０
０
円(

テ
キ
ス

ト
代
、
保
険
料
含
む)

▼
服
装　
胸
に
ボ
タ
ン
や
ポ
ケ
ッ
ト

が
付
い
て
い
な
い
シ
ャ
ツ
、
白
い
靴

下
、
ま
た
は
足
袋

問
申
能
美
市
弓
道
協
会　

山
本
真

理
子
（
☎
０
９
０
‐
２
８
３
８
‐

１
５
３
９
）
沖
田
尚
（
☎
０
９
０
‐

４
６
８
４
‐
９
８
３
９
）

　

水
の
抵
抗
を
利
用
し
、
水
中
を
歩

い
た
り
・
泳
ぎ
の
基
礎
を
習
得
し
な

が
ら
、
筋
力
維
持
を
行
う
大
人
の
た

め
の
水
泳
教
室
で
す
。

▼
対
象　
20
歳
以
上

▼
日
時　
５
月
11
日
㈮
〜
７
月
13
日

13
時
30
分
〜
14
時
30
分
（
全
10
回
）

▼
場
所　
根
上
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

▼
参
加
費　
５
０
０
０
円

▼
定
員　
20
人
（
申
込
み
が
５
名
以

上
で
開
催
）

▼
持
ち
物　
水
着
、
ゴ
ー
グ
ル
、
ス

イ
ム
キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
な
ど

問
申
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
健
康
づ

く
り
推
進
室（
☎
51
‐
４
５
１
３
）（
Ｅ

メ
ー
ルpublic-co@

city.nom
i.

ishikaw
a.jp

）

　

小
松
北
高
校
で
は
パ
ソ
コ
ン
と
陶

芸
の
聴
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

陶
芸
で
は
山
本
長
左
氏
と
九
谷
焼
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時　
【
パ
ソ
コ
ン
】
４
月
24
日

〜
平
成
31
年
１
月
29
日
の
火
曜
日
15

時
５
分
〜
16
時
35
分（
全
30
回
）、【
陶

芸
】
４
月
25
日
〜
平
成
31
年
２
月
６

日
の
水
曜
日
15
時
05
分
〜
16
時
35
分

（
全
30
回
）

▼
場
所　
小
松
北
高
校
（
小
松
市
島

田
町
イ
85
番
地
１
）

▼
定
員　
パ
ソ
コ
ン
10
人
（
未
経
験

者
優
先
）、
陶
芸
８
人

▼
参
加
費　
パ
ソ
コ
ン
１
万
２
０
０
０

円
、
陶
芸
１
万
５
０
０
０
円

▼
申
し
込
み　
４
月
３
日
㈫
〜
13
日

㈮
に
、
小
松
北
高
校
事
務
室
で
参
加

費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

問 

小
松
北
高
校（
☎
21
‐
５
３
２
１
）

　

４
月
の
替
り
湯
は
「
竹
炭
湯
」

で
す
。

　

▼
日
時　
４
月
10
日
㈫
終
日

▼
場
所　
里
山
の
湯　

露
天
風
呂

▼
入
浴
料　
大
人
５
１
０
円
、
小
人

１
０
０
円
、
３
歳
未
満
無
料

問
里
山
の
湯
（
☎
51
‐
２
１
８
３
）

パ
ソ
コ
ン
・
陶
芸

聴
講
生
募
集

ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
８

出
場
者
募
集

弓
道
教
室　

生
徒
募
集

里
山
の
湯　

月
替
わ
り
湯

「
竹
炭
湯
」

か
ら
だ
バ
ラ
ン
ス
塾
特
別
講
座

「
大
人
の
水
泳
教
室
」

市民協働まちづくりセンター「のみにこ」平成 30年４月の行事予定
団体名 日時 主な内容 参加費 予約

ウクレレサークル
nomilele

７日（土）
19:30 ～ 21:00

弾き語り、 月参加１家族 1000 円
（各回参加 500 円）

要
（前日まで）21 日（土） アンサンブル

すくすくＡＢＣ

１日（日） 15:00 ～ 18:00 大人英語 １人 1000 円
要

（３日前まで）
13 日、27 日（金）

10:30 ～ 11:30
親子で楽しむ英語絵本 ※要確認

19 日（木） 親子ふれあい英語 １家族 1000 円

みんなの Yoga

４日（水） 10:30 ～ 12:00 子連れOK！リフレッシュヨガ
１人 1000 円
（初回 500 円）

要
（前日まで）18 日（水） 10:30 ～ 12:00 子連れOK！リフレッシュヨガ

18 日（水） 13:00 ～ 14:30 大人のリラックスヨガ

※要確認は各主催団体へお問い合わせください。
能美市市民協働まちづくりセンター「のみにこ」　　住所：能美市佐野町イ 63 番地（「佐野北」交差点近く）
☎ / 　　：46‐5746　メールアドレス： chiiki@city.nomi.lg.jp
利用可能時間：10 時～ 22 時（受付は地域振興課）　休館日：月曜日
※４月から日中の管理者が不在となります。お問い合わせは地域振興課（☎ 58-2212）へお願いします。

FAX

有
料
広
告

▶ ▶ さらいギャラリー情報
　「さらいギャラリー」では能美市美術作家協会
による九谷焼や写真などの作品を展示していま
す。４月の作品は次のとおりです。

問い合わせ　能美市ふるさと交流研修センター
「さらい」（☎ 57‐1212、 FAX 57‐1213）

ショーケース 壁面

( 彫刻 ) 谷村 俊英 ( 書 ) 松井 昭鶴
南 草苑

２ 日 （月） 保育園入園式
時／各保育園にお問い合わせください　場／各保育園

６ 日 （金）
小学校入学式
中学校入学式

時／９時 30 分～
時／ 14 時～ } 場／各学校　

問／学校教育課（☎ 58‐2271、 FAX 55‐8530）

８ 日 （日）
市内横断のみ電跡・桜ウォーキング＆フォト（★）
時／８時 30 分～　場／辰口福祉会館集合
問／ふるさと振興公社（☎ 52‐8008、 FAX 52‐8012）

14 日 （土） 能美市ジュニアスポーツクラブ結団式
時／９時～　場／物見山総合体育館　問／スポーツ振興課（☎ 58‐2273、 FAX 55‐8555）

14 日 （土）
～ 15日（日）第 5回手づくりの達人市 in 九谷陶芸村（★）
時／ 10 時～ 17 時　場／九谷陶芸村　問／手づくりの達人市実行委員会（☎ 58‐6102）

15 日 （日）
里山ガイドハイク虚空蔵山（★）
時／９時～　場／こくぞう里山公園交流館　問／能美の里山ファン倶楽部（☎ 51‐2308）

16 日 （月）
ふれあいあいさつデー　
朝の登校時間に子どもたちへ声掛けをお願いします。　
問／生涯学習課（☎ 58‐2272、 FAX 55‐8555）

22 日 （日）
坪野山菜まつり（★）
時／ 10 時～ 13 時　場／坪野町公民館前　問／能美の里山ファン倶楽部（☎ 51‐2308）

３ 日（木・祝）
とだしの・いわもと竹の子まつり（★）
時／９時～ 13 時　場／灯台笹町公民館前
問／灯岩そうせい会 竹の子まつり実行委員会（☎ 51‐2863）

３ 日（木・祝）
～５日（土・祝）第 110 回九谷茶碗まつり（★）
時／８時 30 分～ 18 時　場／九谷陶芸村特設会場
問／九谷茶碗まつり運営委員会（☎ 58‐6656）

主要行事・イベント実施予定
時 /時間　場 /場所　問 /問い合わせ

４
月

５
月

～５日（土・祝）のみバス無料運行利用キャンペーン
期間中、のみバスの全ての路線が無料になります。
問／地域振興課（☎ 58-2212）
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出演者
武井雷俊（アマデウス）　　高橋洋介（パパゲーノ）
倉本絵里（夜の女王）　　　松井永太郎（ザラストロ）
原璃菜子（パミーナ）　　　松本隆彦（ピアノ）
糸賀修平（タミーノ）

演出・構成：天沼裕子

日　　時：５月２日（水）18 時 30 分開場　19 時開演　20 時終演予定
場　　所：根上総合文化会館　音楽ホール「タント」
チケット：全席自由（税込）　一般 1,000 円　高校生以下 500 円（前売り・当日同料金）
3才から入場できます

前売りプレイガイド：根上総合文化会館、寺井地区公民館、辰口福祉会館、平和堂アル・プラザ小松、
アピタ松任 Tio、石川県立音楽堂チケットボックス、能美市ファミリーコンサート実行委員会

主催：能美市、能美市教育委員会
共催：いしかわ・金沢　風と緑の楽都音楽祭実行委員会
協力：能美市ファミリーコンサート実行委員会
後援：北國新聞社、ラジオこまつ、テレビ小松
問い合わせ：根上総合文化会館　（☎ 55-8550）

「能美の SACHI まつり」の春がきた。

いしかわ・金沢　風と緑の楽都音楽祭２０１８ in 能美
天沼裕子プロデュース「アマデウスが語る美しき魔笛」

チケット好評発売中！

　能美の里山地域の文化、人、良いものをつなげ、つながる
プロジェクト「能美の SACHI まつり」。今年も春のイベントが
始まります。
地域の人たちと交流しながら能美の里山の恵みを見つけまし
ょう。
　詳しい日程は27ページの「主要行事・イベント実施予定」（★）
をご覧ください。

天沼裕子 武井雷俊 モーツァルト

問い合わせ　地域振興課（☎ 58‐2212）

※詳しくは、ホームページ、　各図書館だよりをご覧ください。

■ 寺井図書館
「らいちゃんミニコンサート」
日時　４月 17 日（火）12 時 30 分～ 13 時
出演　アンサンブル　フォレスティ
対象　どなたでも
内容　ギター、鍵盤ハーモニカ、カホンでの演奏

「大人向け映写会」
日時　４月 28 日（土）14 時～
上映作品　『もういちど』

■ 根上図書館
「コアラのえほんパーティ」
対象　０～２歳児とご家族

①日時　４月９日（月）10 時 30 分～
　場所　根上図書館おはなしの部屋
②日時　４月 23 日（月）10 時 30 分～
　場所　根上学習センター創作室

■ 辰口図書館
「３週連続！辰口図書館　大人向け映写会」
①４月 10 日（火）『富士ファミリー』
②４月 17 日（火）『三遊亭楽太郎十八番集』から落語
③４月 24 日（火）『人生、いろどり』
①～③とも 14 時～

謎々将棋・囲碁
新井素子ほか [著 ]
角川春樹事務所

おはなみくまちゃん
デイヴィッド・ウォーカー [ 絵 ]
岩崎書店

将棋で「投了できる人工知能」
を開発する若者たちの葛藤を
描いた「負ける」をはじめ、
ミステリー・ＳＦ界の精鋭６
人が、将棋・囲碁をテーマに
描いたアンソロジー。

桜が満開になりました。くまち
ゃんたちはお花見をすること
に。バスケットを準備して、太
鼓を叩き、凧を持って、お花見
の始まりです！美しい色彩で、
くまちゃんたちの愛らしい仕草
や表情を描いた、ゆたかな心を
育てる絵本。

みんなの図書館

いしかわ動物園に行こう！

おすすめの一般書 おすすめの児童書

Event

　ご覧いただいている写真は、３月14日に写した「ア

フリカの草原」です。アミメキリンが２頭、グレビー

シマウマが３頭、そしてホオジロカンムリヅル。あ

りふれた日常の一コマのように感じますよね。でも、

これと同じ光景が見られたのは、もう１年以上も前

のことです。その時のメンバーは、キリンが「イザ

ベル」と「ジェブ」、シマウマが「ホタル」「ランディ

ア」と「キサラギ」、そしてカンムリヅルでした。

　今回写っているメンバーは、キリンが「マリ」( 右 )

と「ジャンプ」( 左 )、シマウマが「ホタル」（左）「コ

コロ」（中）と「ランディア」（右）、そしてカンムリ

ヅルです。昨年、シマウマに赤ちゃんが授かりまし

たが、開園以来のキリン２頭が相次いで亡くなりま

した。また、新たにやって来たジャンプがなかなか

　「アフリカの草原」の移り変わり

展示場に出られず、じつはフルキャストの日がまっ

たくなかったのです。

　そしてこの３月、久しぶりに、アフリカの草原の

主役たちが揃い踏みしました。新たなアフリカの草

原、ぜひご覧くださいね。

図書館の資料はホームページから検索できます。http://www.city.nomi.ishikawa.jp/library/index.html
市ホームページからも図書館のページが見られます。携帯電話でも資料を検索できます。http://www.city.nomi.ishikawa.jp/i

図書の検索

春のイベント案内
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　２月 18 日、根上総合文化会館、根上学習センター、
辰口福祉会館、北陸先端科学技術大学院大学でまなび
フェスタ 2018 が開催されました。
　今年は、カローリング、終活、木琴づくり、西田幾
多郎、防災食づくり、孫育て、能美市コミュニティス
クール、新博物館についての分科会と楽器演奏体験、
国際交流、窓そうじ、アルバムづくりのお試し体験講
座がありました。
　どの会場でも、幅広い年代の市民が学ぶ楽し
さを知り、興味を深めました。

まなびフェスタ 2018
学ぶ楽しさ体感18

２

　 先端大で行われた能美市産の
木を使った木琴づくり。音階を合
わせるために慎重に削りだしを行
なっていました。　白熱した試合
を展開したカローリングの分科会
　 昔ながらの道具「わたくり機」
　 能美市のホットスポットについ
て語り合う参加者 

　 白熱したレース（女子 20㌔）　
　男子 20㌔で独走する松永選手
　加賀丸いもの加工品や国造ゆず
の加工品が並んだ能美市観光物産
協会の屋台　　中学女子３㌔で表
彰を受ける選手ら

１

１

２

２

４

４

３

３

１

１

２

２

４

４

３

３

　３月 18 日、第 42 回全日本競歩能美大会が根上北部
児童センター前の県道直線折返しコースで行われ、国
内外から 328 人の選手が出場しました。
　今大会は「アジア陸上競技選手権大会 20km競歩」、
「日本学生選手権大会 20km競歩」、「ジャカルタ 2018
アジア競技大会」の日本代表選手選考競技会を兼ねて
開催されました。男子 20 ㌔では、リオデジャネイロ
オリンピック７位の松永大介選手が３連覇を果
たしました。
　また、今年は沿道に能美市観光物産協会が屋
台を出店し、能美市の特産品で全国から集まっ
た選手や観客をもてなしました。

　２月 26 日から 28 日まで市内の 10 保育園で能美市
消防本部による消防防火・防災寸劇が行われました。
　園児たちは寸劇で地震が起きた時の対処方法や火災
が起きた時の合言葉お・は・し・も「おさない」「は
しらない」「しゃべらない」「もどらない」の大切さを
学びました。また、住宅用火災警報器について紹介さ
れ、警報器が鳴った際は外へ避難して近くの大人に知
らせることを学んでいました。

　3月 1日に寺井町の小村正利さんが、めでたく 100
歳を迎えられ、井出市長からお祝い状と九谷焼の記念
品が手渡されました。
　褒賞式は、小村さんが入居している特別養護老人ホ
ームめぐみの里で行われました。家族やたくさんの人
に囲まれて最初は緊張した様子の小村さんでしたが、
最後のインタビューでは「太平洋戦争のときに近衛兵
だったのです」と誇らしげに話されました。

保育園で消防防火・防災寸劇100 歳おめでとうございます 26１
２３

劇のセリフや小道具は消防本部の若手職員が手掛けました市長から記念品を手渡される小村さん

　３月３日と４日の２日間、根上総合文化会館で「タ
ント演劇学校」の第 19 回公演「カラオケ喫茶いちば
ん星を救え！！」が上演されました。
　地域の人が集まる楽しいお店「いちばん星」を舞台
に、昭和歌謡を交えたオリジナルの劇が繰り広げられ
ました。ゲストに県出身の歌手山本智美さんやジャズ
ギタリストＴＫ水野さんが出演したほか、ウルトラア
ートが舞台美術を手掛け、観客を魅了しました。

　３月４日、寺井小学校で、市教育委員会と㈱北陸電
力小松支社の共催で「親子プログラミング教室」が開
催されました。市内小学生の親子 12 組がロボットを
使ってプログラミングの基礎を体験しました。
　教室の前には、北陸電力によるクイズを交えた電気
についての話があり、楽しみながら理解を深めました。
　教室は、㈱北陸電力小松支社の社員の方々が指導し、
児童たちは、思い通りに動くか、真剣な目でロボット
の動きを見つめていました。

～人と地域をつなぐ～
タント演劇学校  熱演 !

トップウォーカーが集結！
全日本競歩能美大会開催３ ４ 18

３ ３ ３

稽古の成果を存分に発揮した上演となりました。ロボットが思い通りに動くと、子供たちは満面の笑顔でした

市内で行われたイベントや活動を紹介！

親子プログラミング教室
プログラムって楽しい！４

３

30広報のみ 2018. ４31 広報のみ 2018. ４



角
谷
さ
ん　

主
人
の
実
家
を
継
ぎ
、
夫
婦

で
工
務
店
を
し
て
い
ま
す
。
私
が
経
理
と

設
計
、
主
人
が
現
場
監
督
を
担
っ
て
お
り
、

役
割
は
違
い
ま
す
が
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

合
う
な
ど
補
い
合
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

田
中
さ
ん　

定
年
ま
で
建
設
会
社
で
働
い

て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
離
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
建
築
士
の
資
格
が
あ
る
と
い
う

縁
か
ら
、
今
の
会
社
で
住
宅
の
設
計
や
見

積
も
り
な
ど
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

山
田
さ
ん　

以
前
は
設
計
事
務
所
で
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
経
験
を
積
む
う
ち
に
自

分
で
設
計
し
た
い
気
持
ち
が
大
き
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら

も
仕
事
は
ず
っ
と
続
け
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
の
で
、
夜
遅
く
な
り
や
す
い
勤

め
で
は
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
仕
事
の

両
立
を
自
分
で
作
り
出
そ
う
と
、
独
立
と

い
う
形
を
選
び
ま
し
た
。　
（
以
下
敬
称
略
）

角
谷　

お
客
さ
ん
は
一
生
に
一
軒
の
家
と

思
っ
て
建
て
ま
す
。
た
く
さ
ん
あ
る
思
い

を
ま
ず
は
全
部
叶
え
た
い
と
思
っ
て
設
計

に
の
ぞ
み
ま
す
。
あ
り
が
と
う
と
い
わ
れ

る
の
が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
。

山
田　

そ
う
そ
う
。
お
客
さ
ん
の
思
い
を
く

み
取
り
つ
つ
、
ベ
ス
ト
な
状
態
に
な
る
よ
う

に
、
私
た
ち
は
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
ん
で
す
。

田
中　

建
築
士
に
な
っ
た
ん
だ
か
ら
と
自

分
で
設
計
を
し
て
わ
が
家
を
建
て
た
ん
で

す
よ
。
や
っ
ぱ
り
愛
着
が
あ
り
ま
す
ね
。

山
田　

私
は
自
分
の
家
だ
か
ら
実
験
的
に

や
っ
て
み
ま
し
た
ね
。
お
客
さ
ん
の
家
で

は
試
せ
な
い
の
で
。
時
代
に
よ
る
素
材
や

工
法
の
変
化
、
法
律
も
す
ぐ
に
変
わ
る
の

で
、
講
習
を
受
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
す
し
、
み
ん
な
日
々
勉
強
し
て
い

ま
す
。
年
齢
も
性
別
も
関
係
な
く
責
任
の

あ
る
仕
事
で
す
。

山
田　

自
分
た
ち
は
男
だ
と
か
女
だ
と
か

と
い
う
世
界
で
働
い
て
き
て
い
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
甘
え
を
出
し
た
く
な
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

田
中
・
角
谷　

う
ん
う
ん
。

角
谷　

う
ち
は
工
務
店
な
ん
で
、
ボ
ー
ド

な
ど
の
重
い
材
料
も
運
ん
だ
り
し
ま
す
ね
。

田
中　

や
っ
ぱ
り
女
だ
か
ら
出
来
な
い
っ

て
思
わ
れ
た
く
な
い
か
ら
頑
張
っ
て
い
る

と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

山
田　

思
い
と
は
別
に
、
世
の
中
で
は
女

性
の
建
築
士
さ
ん
や
設
計
士
さ
ん
は
珍
し

い
と
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

角
谷　

そ
れ
は
感
じ
ま
す
ね
。
家
事
を
す

る
の
で
、
日
常
の
生
活
で
の
利
便
性
を
考

え
て
設
計
し
て
い
ま
す
。

田
中　

家
事
の
動
線
と
か
考
え
ま
す
よ
ね
。

山
田　

小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
家

今
の
仕
事
と
の
出
会
い

建
築
と
い
う
責
任
の
あ
る
仕
事

男
性
が
多
い
業
界
の
中
で
の
仕
事

変
化
す
る
社
会

自
分
の
意
思
で
働
き
方
を
考
え
る

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
で
き
ま
す
ね
。
そ
れ
を

求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
経

験
が
あ
る
か
ら
説
得
力
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
で
す
。

田
中　

私
が
工
業
高
校
に
通
っ
て
い
た
と

き
、
建
築
学
科
で
は
40
人
中
女
子
は
２
人

だ
け
で
し
た
。
建
築
学
科
が
で
き
た
ば
か

り
の
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
珍
し
さ
に
魅
力

を
感
じ
て
入
学
し
た
の
で
す
が
、
女
子
だ

か
ら
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
授
業
が
当

時
は
あ
り
ま
し
た
。
社
会
に
出
て
か
ら
も

現
場
に
出
た
い
け
れ
ど
、
叶
わ
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
大
事

に
さ
れ
て
き
た
と
も
思
う
ん
で
す
。

山
田　

建
築
の
学
科
、
私
の
と
き
は
女
子

が
４
分
の
１
で
し
た
。

角
谷　

私
の
と
き
は
３
人
だ
っ
た
け
ど
、

今
は
半
分
が
女
子
み
た
い
で
す
よ
。

田
中　

女
性
の
建
築
士
で
独
立
し
て
い
る

人
も
、
今
は
結
構
い
ま
す
よ
ね
。

角
谷　

そ
う
で
す
ね
。
30
年
ほ
ど
前
に
、

石
川
県
建
築
士
会
の
女
性
委
員
会
が
で
き

ま
し
た
が
、
３
名
の
方
が
立
ち
上
げ
か
ら

精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
き
た
か
ら
、
今
が

あ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。

山
田　

こ
の
会
が
あ
る
か
ら
私
た
ち
も
こ

う
し
て
出
会
え
た
ん
で
す
よ
ね
。
今
は

１
０
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
よ
ね
。
情
報

の
共
有
が
で
き
た
り
、
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
り
、
と
て
も
心
強
い
で
す
。

角
谷　

私
か
ら
見
て
、
山
田
さ
ん
含
め
、

40
代
く
ら
い
の
方
が
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
あ

っ
て
輝
い
て
み
え
ま
す
ね
。

田
中　

そ
う
な
の
よ
ね
。
そ
の
あ
た
り
の

年
代
か
ら
自
然
に
男
女
平
等
の
社
会
に
な

っ
た
ん
だ
と
思
う
。
定
年
前
に
初
め
て
の

女
性
課
長
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
後
か

ら
女
性
が
管
理
職
に
ど
ん
ど
ん
な
っ
て
い

ま
す
。
仕
事
ぶ
り
で
認
め
ら
れ
る
。
今
の

子
は
、
男
女
関
係
な
く
あ
ら
ゆ
る
経
験
値

を
積
む
機
会
が
あ
っ
て
、
自
分
の
特
化
し

た
い
こ
と
が
自
分
の
意
思
で
で
き
る
。
そ

れ
っ
て
と
っ
て
も
い
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

山田文恵さん
設計事務所で職務に従事。その後
独立しアーチェス一級建築士事務所
（大口町）の代表を務める。

田中ひろみさん
建設会社に定年まで従事。在職中、
一級建築士の資格を取得。現在は栄
建ハウス工業（下ノ江町）で設計や
プランに携わる。

角谷玲子さん
㈲角谷建設（五間堂）でご主人
とともに一級建築士として働い
ている。主に住宅の設計と経理
を担当している。

　石川県の女性就業率は全国トップクラス。労働力人口が減少
する中、産業を支える人材として一層の活躍が期待されるのが
女性です。能美市でも、仕事や地域、様々な分野で活躍してい
る女性がいます。広報ではそんな方々を紹介していきます。

シリーズ
第１回は

…

　女性建築士座談会女性建築士座談会

シリーズ
第１回は

…

能美市で輝く
女性を

紹介
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行事名・対象 場所・備考 実施日 時間

親子のつどい “にこにこ”
対象／未就園児

子育て支援センター
問／子育て支援センター（☎ 58‐8200、 FAX 58‐8500）

９日・23 日（月） 10：00 ～ 11：00

赤ちゃんひろば
対象／１歳まで

子育て支援センター
問／子育て支援センター（☎ 58‐8200、 FAX 58‐8500）

13 日（金）
24 日（火）

13：30 ～ 14：30
10：00 ～ 11：00

のびのびキッズ
対象／ 0歳～ 3歳

寺井中央児童館
20・27 日（金） 10：30 ～ 11：30

根上中央児童館

親子サロン

岩内コミュニティセンター
問／社会福祉協議会

　    （☎ 58‐6200）

３・10・17・24 日（火） 9：30 ～ 13：30

根上北部児童センター ４・11・18・25 日（水） 9：30 ～ 13：30

粟生コミュニティセンター ５・12・19・26日（木） 9：30 ～ 13：30

すくすく相談

能美市健康福祉センター｢サンテ｣
持ち物／母子健康手帳
※ 16 日はカウンセラーの相談あり（要予約）
問／健康推進課（☎ 58‐2235）

５日（木）・16 日（月） 受付 10：00 ～ 10：30

おっぱいの相談日
対象／妊婦～産後３か月頃の産婦

能美市健康福祉センター｢サンテ｣
持ち物／母子健康手帳、タオル２～３枚
問／健康推進課（☎ 58‐2235）

23日（月） 受付 10：00 ～ 11：00

４月の子育てカレンダー
　市内各施設で、未就園児とその保護者を対象に施設で催しや相談会を
行っています。お気軽にご参加ください。

子育て　お知らせ・イベント
育児講座『離乳食講座』
　離乳食の進め方についてのお話と月齢に応じた離乳食
の試食があります。

日時：４月 25 日（水）10:00 ～ 11:30
場所：子育て支援センター
対象：離乳食を開始された方～ 12 か月の子どもと保護者
（能美市在住）
講師：栄養士　北野　玲子さん
受付：４月 11 日（水）９：00 ～
定員：15 組

『にこにこ２歳児の会』
　お友達と一緒に楽しく遊びましょう。

日時：５月２日（水）10：00 ～ 11：00
場所：子育て支援センター
対象：平成 27 年４月 2日～平成 28 年４月１日生まれの子どもと
保護者（能美市在住）
持ち物：お茶

『子どもを難しくしない子育て講座』
　子どもとの関わりをよくする為には、どうしたらよいの
か一緒に考えましょう。

日時：４月 20 日（金）　10:00 ～ 11:30
場所：子育て支援センター
対象：18 歳未満の子どもをもつ保護者（能美市在住）
講師：臨床心理士　谷口亘
申込締切：４月 18 日（水）
託児：先着 10 名

こちらに記載のある３つの催し全
て、問い合わせは子育て支援セン
ター（☎ 58‐8200、 FAX 58‐8500）
までお願いします。

行事名・対象 場所・備考 実施日 時間

日本語教室
対象／市内に在住・在勤の
外国人

根上学習センター ７・14・21・28 日（土） 10：00 ～ 12：00

岩内コミュニティセンター　託児利用料 300 円／回 10・17・24 日（火） 10：00 ～ 11：30

JAIST 学生寄宿舎 10・17・24 日（火） 15：10 ～ 16：40

国際交流サロン
テーマ／ 中国語の日

根上総合文化会館室　203 会議室
参加費 / 100 円（当日集金）
＊未就学児はご遠慮ください。

21 日（土） 16：00 ～ 18：00

行事名・対象 場所・備考 実施日 時間

弁護士無料法律相談
（１回 30分で４人まで）

ふれあいプラザ
問／社会福祉協議会（☎ 58‐6200、 FAX 58‐6250）

10 日（火）・23 日（月） 13：30 ～ 15：30

行政書士特別講習会
終活講座①

ふれあいプラザ
テーマ「エンディングノートを書いてみよう」
問／社会福祉協議会（☎ 58‐6200、 FAX 58‐6250）

12 日（木） 13：30 ～ 15：30

心配ごと相談・行政相談
寺井地区公民館
辰口福祉会館
根上窓口センター

問／社会福祉協議会

　    （☎ 58‐6200）

５日（木）
15 日（日）
25 日（水）

13：30 ～ 15：30

こころの相談
（精神科医　　　　）

能美市健康福祉センター「サンテ」
問／福祉総合支援センター（☎ 58‐2231）

４日（水） 9：00 ～ 11：00

消費者生活相談 問／消費生活センター（市役所本庁舎）（☎ 58‐2248） 毎週（月）～（金） 10：00 ～ 17：00

相談

国際交流

２月 11 日～３月 10 日　（敬称略）

ご厚志ありがとうございますご寄附

問／生涯学習課（☎ 58‐2272）

アーコニック社

（ハウメット・ジャパン株式会社）

西原物産株式会社（野々市市）

根上校下婦人会

高山 陽重（浜町）

要予約

要予約

２月（公表希望者のみ記載、敬称略、
　　　　　　　　　　　寄附申込順）
村田充弘 ( 東京都 )

平澤敦彦 ( 愛知県 )

佐倉知子 ( 東京都 )

上村信作 ( 愛知県 )

小寺智晃 ( 東京都 )

芳 﨑 浩 ( 兵 庫 県 )

寺岡滋（神奈川県）

那須野玲奈（埼玉県）

平 方 浩（ 群 馬 県 ）

ご厚志ありがとうございます
ふるさと納税のご寄附

日時　４月 29 日（日）9:00 ～ 12:00
場所　市役所本庁舎　市民課
※交付場所が寺井・根上窓口センターになっている人で、休
日窓口（市民課）での受け取りを希望される人は、４日前ま
でに市民課へご連絡ください。

　今月号から、市で活躍する女性を紹介するコーナーが始ま
りました。また、来月号からは市内で成長中の若い会社を紹
介します。この２つのコーナーは、定期的に連載いたします。

　広報紙で連載しておりました能美市立病院のコーナー「の
びのびだより」は、先月号をもちまして終了しました。
　今後は隔月（奇数月）発行で全戸配布を予定しております
病院広報紙の「のびのび」で情報をご確認ください。

マイナンバーカード受け取りの休日窓口

新コーナー開始のお知らせと
のびのびだよりについて
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広
報
の
み

（前月比　－ 11）

●人口　　50 , 1 32 人

男　24,879 人　　女    25,253 人

●世帯数　18 , 5 86 世帯

人口と世帯数
平成 30 年３月１日現在

（前月比　－ 20）

４
平
成
30
年
４
月
１
日
発
行
　
発
行
/能
美
市
　
編
集
/市
長
戦
略
室

Ｈ
Ｐ
　
http://www.city.nom

i.ishikawa.jp　
http://www.city.nom

i.ishikawa.jp/i（
携
帯
用
）

▽
広
報
を
担
当
し
て
３
年
が
経

ち
ま
し
た
。
こ
の
３
年
間
で
た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
っ
た
こ

と
、
見
て
き
た
も
の
は
、
仕
事

だ
け
で
な
く
、
今
後
の
人
生
に

お
い
て
も
宝
物
で
す
。
市
と
同

じ
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
変
化
し

て
い
く
広
報
の
み
を
今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
柚
子

▽
ひ
ぽ
能
ん
・
ゆ
ず
美
ん
が
能

美
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
広
報

紙
に
も
た
く
さ
ん
登
場
し
て
も

ら
い
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
紙

面
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
夢

フ
ェ
ス
タ
で
は
魔
法
使
い
ノ

ミ
ィ
を
描
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。「
ノ
ミ
ィ
の
お
く
り
も
の
」

も
末
永
く
、
子
ど
も
達
に
愛
さ

れ
る
と
い
い
な
。　

さ
い
マ
ル

〒
923-1297 石

川
県
能
美
市
来
丸
町
1110

番
地

TEL (0761)58-1111　
FAX(0761)58-2290　

　
　
　
　

m
ail  info@

city.nom
i.lg.jp

編
集
後
記

　

再
興
九
谷
窯
の
宮
本
屋
窯
で
は
、
嘉か
え
い永

５

年
（
１
８
５
２
）
飯
田
屋
八
郎
右
衛
門
が
48
歳

で
な
く
な
り
、
主
家
の
宮
本
屋
で
も
家
族
に

不
幸
が
引
き
つ
づ
い
て
お
こ
り
、
窯
は
衰
退

の
方
向
に
向
か
い
、
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）

閉
窯
と
な
り
ま
し
た
。
大
聖
寺
藩
は
、
領

内
の
重
要
な
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
九
谷
焼

の
復
興
を
は
か
る
た
め
、
藩
の
産
物
方
に

藩
士
塚
谷
浅
（
号 

竹ち
く
け
ん軒
）、
浅
井
幸
八
（
号

一い
ち
も
う毫
）
を
起
用
し
ま
し
た
。
産
物
方
で
は
宮

本
屋
窯
を
買
収
し
て
藩
窯
と
し
て
九
谷
本
窯

と
称
さ
せ
、
山
代
温
泉
の
三み
つ
ふ
じ藤

文
次
郎
と

藤ふ
じ
か
け
や
そ
き

掛
八
十
城
に
資
金
を
与
え
て
製
陶
に
あ
た

ら
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
技
術
面
で
行
詰
ま

り
ま
し
た
。
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
藩
命
で

木
崎
万ば
ん
き亀
が
京
の
名
工
永
楽
和
全
の
も
と
で

修
業
し
、
帰
藩
後
、
文ぶ
ん
き
ゅ
う久
２
年
（
１
８
６
２
）

に
山
代
新
村
の
自
宅
内
に
あ
っ
た
木
崎
窯
を

山
代
の
春
日
山
に
移
し
ま
し
た
。
次
い
で
そ

の
地
を
大
聖
寺
藩
主
前
田
利と
し
か鬯
よ
り
賜
り
、

さ
ら
に
邸
宅
も
こ
の
地
に
移
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
九
谷
本
窯
で
は
な
か
な
か
目
的
を

達
成
で
き
ず
、
藩
士
東
方
芝し
ざ
ん山
を
通
じ
、
万

亀
の
師
で
あ
る
永
楽
和
全
を
京
よ
り
招
し
ょ
う
へ
い聘
す

る
こ
と
を
藩
主
前
田
利
鬯
に
建
言
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
永
楽
和
全
の
招
聘
に
は
万

亀
だ
け
で
な
く
、
交
流
の
あ
っ
た
加
賀
塩し
お
や屋

の
北
前
船
主
西
野
家
が
仲
介
の
労
を
と
り
、

慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
に
山
代
の
九
谷
本

窯
に
や
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
門

人
の
木
崎
万
亀
邸
に
泊
り
、
窯
の
焼
成
具
合

や
原
料
の
陶
石
、
燃
料
の
松ま
つ
ざ
い材
な
ど
の
調
べ

を
し
た
よ
う
で
す
。
木
崎
窯
で
も
焼
き
ま
し

た
。
準
備
の
た
め
半
年
ほ
ど
一
端
帰
京
し
荷

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
能
美
ま
ほ
ろ
ば
物
語
」
と
「
九

谷
焼
の
世
界
に
触
れ
る
」
を
隔
月
で
お
送
り
し
ま
す
。

文
：
九
谷
焼
資
料
館
館
長　

中
矢
進
一

を
ま
と
め
、
翌
慶
応
２
年
一
族
門
人
一
行
12

名
を
引
き
連
れ
、
九
谷
本
窯
に
従
事
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
作
品
の
銘
に
は
「
於
お
い
て

九

谷　

永
楽
造つ
く
る」「
大
日
本
永
楽
造
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
大
政
奉
還
か
ら
廃
藩
置
県
へ
の

大
き
な
時
流
の
な
か
で
、
藩
政
の
混
迷
も
あ

り
、
明
治
３
年
に
帰
京
す
る
の
で
す
が
、
足

掛
け
６
年
と
い
う
長
期
間
、
九
谷
焼
を
指
導

し
ま
し
た
。
京
で
焼
い
て
い
た
呉ご

す
あ
か
え

須
赤
絵
や

染
付
、
万ば
ん
れ
き暦
、
絵え
ご
う
ら
い

高
麗
な
ど
の
写
し
や
布ぬ
の
め目

装
飾
に
も
秀
で
て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
中

国
の
金
襴
手
写
し
は
特
筆
す
べ
き
出
来
映
え

で
、
上
絵
の
二
度
焼
き
で
冴
え
た
金
彩
の
技

術
を
九
谷
焼
に
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
ま

も
九
谷
焼
の
伝
統
様
式
と
し
て
金
襴
手
の
こ

と
を
「
永
楽
」
と
呼
び
、
そ
の
名
を
留
め
て

い
ま
す
。

　

永
楽
和
全
は
ま
っ
た
く
の
名
人
気
質
で
奇

行
に
も
富
ん
で
い
ま
し
た
。
藩
主
拝
領
の
羽

二
重
の
紋
付
羽
織
で
絵
具
や
筆
を
拭
っ
た

り
、
柳や

な
ぎ
こ
う
り

行
李
に
い
っ
ぱ
い
に
詰
ま
っ
て
い
た

藩
札
を
見
境
も
な
く
使
っ
た
り
と
数
多
く
の

話
題
を
残
し
ま
し
た
。

永楽和全　金襴手鉢（展示中）

九
谷
焼
の
世
界
に
触
れ
る

「
九
谷
本
窯
と
永え
い
ら
く
わ
ぜ
ん

楽
和
全
」

九
谷
人
物
考
（
全
８
話
）

― 

第
７
話 

―


